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子
こ
どもが日

に
本
ほん
語
ご
を学

がく
習
しゅう
するとき

―2006年
ねん
海
かい
外
がい
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
調
ちょう
査
さ
から―

2007年
ねん
10月

がつ
に公

こう
表
ひょう
された世

せ
界
かい
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
調
ちょう
査
さ
の結

けっ
果
か
によれば、世

せ
界
かい

の日
に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の約

やく
60パーセントが小

しょう
学
がっ
校
こう
から高

こう
等
とう
学
がっ
校
こう
までの学

がっ
校
こう
で学

まな
ぶ児

じ
童
どう

生
せい
徒
と
だそうです。

このようにたくさんの若
わか
い人

ひと び々と
が日

に
本
ほん
語
ご
を学

がく
習
しゅう
するようになったのは、

どのような原
げん
因
いん
があるのでしょうか。以

い
下
か
の四

よっ
つの視

し
点
てん
から考

かんが
えてみましょう。

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
は、2007年

ねん
10月

がつ
31日

にち
に「2006年

ねん
海
かい
外
がい
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん

調
ちょう
査
さ
」の結

けっ
果
か
速
そく
報
ほう
を発

はっ
表
ぴょう
する記

き
者
しゃ
発
はっ
表
ぴょう
会
かい
を開

かい
催
さい
し、調

ちょう
査
さ
結
けっ
果
か
を踏

ふ
まえた

パネル討
とう
論
ろん
会
かい
も同

どう
時
じ
に行
おこな
いました。そこで今

こん
回
かい
は、パネリストのお一

ひと
人
り

だった東
とう
京
きょう
女
じょ
子
し
大
だい
学
がく
の西

にし
原
はら
鈴
すず
子
こ
先
せん
生
せい
に、初

しょ
等
とう
・中

ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
段
だん
階
かい
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
に

着
ちゃく
目
もく
して記

き
事
じ
を書

か
いていただきました。

最
さい
新
しん
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
実
じっ
施
し
国
こく
、機

き
関
かん
数
すう
、教
きょう
師
し
数
すう
、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
などについての

調
ちょう
査
さ
結
けっ
果
か
概
がい
要
よう
は、3ページで報

ほう
告
こく
しています。

東
とう
京
きょう
女
じょ
子
し
大
だい
学
がく
現
げん
代
だい
文
ぶん
化
か
学
がく
部
ぶ
教
きょう
授
じゅ
西
にし
原
はら
鈴
すず
子
こ

学
がっ
校
こう
教
きょう
育
いく
制
せい
度
ど
の政

せい
策
さく
決
けっ
定
てい

学
がっ
校
こう
で、日

に
本
ほん
語
ご
が教

おし
えられるためには、それぞれの国

くに
や地

ち
域
いき
の教
きょう
育
いく
政
せい
策
さく
に

よる決
けっ
定
てい
がなければなりません。教

きょう
育
いく
制
せい
度
ど
は、国

くに
や地

ち
域
いき
の人

じん
材
ざい
を育

そだ
てるための

基
き
礎
そ
となる重

じゅう
要
よう
な制

せい
度
ど
ですから、それぞれ基

き
本
ほん
方
ほう
針
しん
を立

た
ててから、実

じっ
践
せん
の計

けい
画
かく
が

立
た
てられます。

〈全
ぜん
体
たい
〉

初
しょ
等
とう
・中

ちゅう
等
とう

教
きょう
育
いく

57.1％

高
こう
等
とう
教
きょう
育
いく

26.6％

学
がっ
校
こう
教
きょう
育
いく

以
い
外
がい

16.4％

■ 学
がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
の教
きょう
育
いく
段
だん
階
かい
別
べつ
状
じょう
況
きょう
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（2006年
ねん
海
かい
外
がい
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
調
ちょう
査
さ
より）

〈地
ち
域
いき
別
べつ
〉
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まず、子
こ
どもたちに外

がい
国
こく
語
ご
の学

がく
習
しゅう
を勧

すす
めるかどうかが

検
けん
討
とう
されます。子

こ
どもが成

せい
長
ちょう
する過

か
程
てい
で、外

がい
国
こく
語
ご
を学

がく
習
しゅう

することがどのようなメリットをもたらすかを研
けん
究
きゅう
した

上
うえ
で、子

こ
どもの認

にん
知
ち
的
てき
発
はっ
達
たつ
には外

がい
国
こく
語
ご
学
がく
習
しゅう
が役

やく
に立

た
つと

いう判
はん
断
だん
を下

くだ
すのです。その結

けっ
果
か
まとめられた方

ほう
針
しん
は、

ガイドライン、スタンダーズなどの名
な
前
まえ
で知

し
られている

ので、知
し
っておられる方

かた
も多

おお
いことでしょう。日

に
本
ほん
語
ご
の

場
ば
合
あい
は、第

だい
一
いち
外
がい
国
こく
語
ご
であるよりも、第

だい
二
に
外
がい
国
こく
語
ご
として、

複
ふく
数
すう
の言

げん
語
ご
の中

なか
から選

せん
択
たく
される場

ば
合
あい
が多

おお
いと思

おも
います。

日
に
本
ほん
語
ご
が、選

せん
択
たく
できる外

がい
国
こく
語
ご
の候

こう
補
ほ
に挙

あ
がる背

はい
景
けい
には、

それぞれの国
くに
・地

ち
域
いき
が日

に
本
ほん
との関

かん
係
けい
をどのくらい重

おも
く

見
み
ているか、日

に
本
ほん
および日

に
本
ほん
語
ご
を学

がく
習
しゅう
の対

たい
象
しょう
とする

ことによって何
なに
がもたらされるか、日

に
本
ほん
語
ご
を学

まな
ぶことが

子
こ
どもの成

せい
長
ちょう
に役

やく
に立

た
つか、などが検

けん
討
とう
されていると

思
おも
います。その結

けっ
果
か
は、世

せ
界
かい
が日

に
本
ほん
をどのように見

み
て

いるかについての指
し
標
ひょう
となることは間

ま
違
ちが
いありません。

認
にん
知
ち
的
てき
発
はっ
達
たつ
と外

がい
国
こく
語
ご
学
がく
習
しゅう

国
くに
や地

ち
域
いき
が公

こう
表
ひょう
しているガイドラインやスタンダーズ

に共
きょう
通
つう
して見

み
られる点

てん
があります。外

がい
国
こく
語
ご
を学

がく
習
しゅう
すること

によって、子
こ
どもたちが得

え
ることができるのは、外

がい
国
こく
語
ご
の

スキルそのものだけではないということです。世
せ
界
かい
的
てき
に

視
し
野
や
が広

ひろ
がること、相

そう
対
たい
的
てき
なものの見

み
方
かた
ができるように

なるという、むしろ社
しゃ
会
かい
科
か
の学

がく
習
しゅう
目
もく
標
ひょう
に近

ちか
い観

かん
点
てん
があります。

また、他
ほか
の言

げん
語
ご
を学

まな
ぶことによって、自

じ
分
ぶん
自
じ
身
しん
の言

げん
語
ご
や文

ぶん
化
か

が見
み
えてくるという、自

じ
己
こ
認
にん
識
しき
や帰

き
属
ぞく
意
い
識
しき
の確

かく
立
りつ
を目

もく
標
ひょう

として立
た
てることも共

きょう
通
つう
しています。「自

じ
分
ぶん
を見

み
る鏡
かがみ
」の

役
やく
割
わり
を外

がい
国
こく
語
ご
に求

もと
めていると言

い
ってもいいでしょう。このような

点
てん
は、教

きょう
育
いく
制
せい
度
ど
を立

りつ
案
あん
する側

がわ
が考
かんが
えることです。

日
に
本
ほん
語
ご
の魅

み
力
りょく
と動

どう
機
き
付
づ
け

では子
こ
どもたちはどのように考

かんが
えているのでしょうか。外

がい
国
こく
語
ご

選
せん
択
たく
の範

はん
囲
い
に日

に
本
ほん
語
ご
が入

はい
っていれば、選

えら
ぶことができる

わけですが、日
に
本
ほん
語
ご
を希

き
望
ぼう
するには理

り
由
ゆう
があると思

おも
います。

日
に
本
ほん
語
ご
は、ことばの構

こう
造
ぞう
、文

も
字
じ
体
たい
系
けい
、コミュニケーション・

パターンなど、特
とく
徴
ちょう
的
てき
な側

そく
面
めん
をたくさん持

も
っています。多

おお
くの

国
くに
・地

ち
域
いき
の子

こ
どもたちにとって、自

じ
分
ぶん
のことばと比

ひ
較
かく
対
たい
照
しょう

して考
かんが
えるためのよい素

そ
材
ざい
を提

てい
供
きょう
することばなのです。

近
ちか
頃
ごろ
よく言

い
われる、日

に
本
ほん
語
ご
のマンガ、アニメ、ゲーム

などの魅
み
力
りょく
についても、分

ぶん
析
せき
的
てき
に考
かんが
えることができます。

これらのメディアは、視
し
覚
かく
優
ゆう
先
せん
の認

にん
知
ち
スタイルを共

きょう
通
つう
に

持
も
っています。それだけでなく、レトリック（語

かた
り口

くち
）

としては欧
おう
米
べい
型
がた
の論

ろん
理
り
優
ゆう
先
せん
型
がた
「ロゴス」スタイルではなく、

感
かん
覚
かく
優
ゆう
先
せん
型
がた
「パトス」スタイルを特

とく
徴
ちょう
とするので、

新
しん
鮮
せん
な驚
おどろ
きと、異

こと
なるものへの憧

あこが
れを誘

さそ
う魅

み
力
りょく
に溢

あふ
れて

いるのだと考
かんが
えることができます。

あることをやってみようと思
おも
うこと、つまり「動

どう
機
き
」は、

大
おお
きく「内

ない
発
はつ
的
てき
動
どう
機
き
（intrinsic motivation）」と「外

がい
発
はつ
的
てき
動
どう
機
き

（extrinsic motivation）」の二
ふた
つに分

わ
けて考

かんが
えることが

できます。前
ぜん
者
しゃ
は、自

じ
分
ぶん
が学

がく
習
しゅう
の対

たい
象
しょう
として面

おも
白
しろ
いと思

おも
って

学
まな
ぶときの気

き
持
も
ちで、後

こう
者
しゃ
は学

がく
習
しゅう
によってもたらされる

利
り
益
えき
（進

しん
学
がく
、就
しゅう
職
しょく
、地

ち
位
い
、収
しゅう
入
にゅう
など）を得

え
たいので学

まな
ぼう

と考
かんが
える気

き
持
も
ちです。一

いっ
般
ぱん
的
てき
に、大人

おとな
たちは外

がい
発
はつ
的
てき
動
どう
機
き

付
づ
けによって外

がい
国
こく
語
ご
を学

まな
ぼうとすることが多

おお
いのですが、

子
こ
どもたちはむしろ内

ない
発
はつ
的
てき
動
どう
機
き
によってやる気

き
を起

お
こすと

言
い
われています。大人

おとな
たちが「将

しょう
来
らい
のためになるから

○○語
ご
を勉

べん
強
きょう
しなさい」と説

せっ
得
とく
しても、子

こ
どもたちは

「面
おも
白
しろ
くなければやりたくない」と考

かんが
えるということです。

教
きょう
育
いく
する側

がわ
のカリキュラム設

せっ
計
けい

子
こ
どもたちが、マンガ、アニメ、ゲームなどのメディアを

喜
よろこ
ぶもう一

ひと
つの理

り
由
ゆう
は、知

ち
識
しき
のタイプの違

ちが
いという点

てん
か

ら説
せつ
明
めい
できるでしょう。第

だい
二
に
言
げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
を考
かんが
えるとき、「知

ち
識
しき
」

は「宣
せん
言
げん
的
てき
知
ち
識
しき
（declarative knowledge）」と「手

て
続
つづ
き的

てき
知
ち
識
しき

（procedural knowledge）」に分
わ
けて考

かんが
えます。前

ぜん
者
しゃ
は

辞
じ
書
しょ
的
てき
に定

てい
義
ぎ
できる静

せい
的
てき
な知

ち
識
しき
で、つまり何

なに
を知

し
っているか

ということです。後
こう
者
しゃ
は自

じ
転
てん
車
しゃ
に乗

の
る、泳

およ
ぐなどに代

だい
表
ひょう

される自
じ
動
どう
化
か
されたノウハウ、つまり何

なに
ができるかに関

かん
する

知
ち
識
しき
です。第

だい
二
に
言
げん
語
ご
に関

かん
する知

ち
識
しき
は基

き
本
ほん
的
てき
には宣

せん
言
げん
的
てき
知
ち
識
しき

と考
かんが
えられ、さらに「意

い
味
み
的
てき
知
ち
識
しき
（semantic knowledge）」と

「エピソード的
てき
知
ち
識
しき
（episodic knowledge）」に分

わ
けられます。

エピソード的
てき
知
ち
識
しき
は、写

しゃ
真
しん
のアルバムのように時

じ
空
くう
間
かん
的
てき
な

（エピソードとしての）記
き
憶
おく
を活

かっ
性
せい
化
か
して得

え
られる知

ち
識
しき
です。

体
たい
験
けん
によって蓄

ちく
積
せき
される知

ち
識
しき
でもあります。子

こ
どもは一

いっ
般
ぱん
的
てき

に、エピソード的
てき
知
ち
識
しき
を蓄

ちく
積
せき
することから、宣

せん
言
げん
的
てき
知
ち
識
しき
へと

進
すす
むのが得

とく
意
い
であると言

い
われます。

そのことをカリキュラム化
か
しようとすると、「体

からだ
で

学
まな
ぶ」「遊

あそ
びながら学

まな
ぶ」「バーチャル空

くう
間
かん
で遊

あそ
ぶ」など

の方
ほう
法
ほう
論
ろん
に到

とう
達
たつ
するでしょう。マンガ、アニメ、ゲーム

の登
とう
場
じょう
となるわけです。

世
せ
界
かい
中
じゅう
の子

こ
どもたちが、彼

かれ
らにとって魅

み
力
りょく
的
てき
な方

ほう
法
ほう
論
ろん
に

よって、魅
み
力
りょく
的
てき
なコミュニケーション・スタイルを持

も
つ

日
に
本
ほん
語
ご
を学

まな
ぶ機

き
会
かい
がもっと豊

ほう
富
ふ
に与

あた
えられることを、彼

かれ
らの

認
にん
知
ち
的
てき
発
はつ
達
たつ
と世

せ
界
かい
的
てき
視
し
野
や
の獲

かく
得
とく
の両

りょう
面
めん
から希

き
望
ぼう
して

います。同
どう
時
じ
に、カリキュラム設

せっ
計
けい
と教
きょう
育
いく
実
じっ
践
せん
に関

かか
わる

教
きょう
育
いく
関
かん
係
けい
者
しゃ
の方

かたが々た
の一

いっ
層
そう
の努

ど
力
りょく
を期

き
待
たい
したいと思

おも
います。

特
とく
集
しゅう
1

東
とう
京
きょう
女
じょ
子
し
大
だい
学
がく
現
げん
代
だい
文
ぶん
化
か
学
がく
部
ぶ
言
げん
語
ご
文
ぶん
化
か
学
がっ
科
か

教
きょう
授
じゅ
。元

もと
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
学
がっ
会
かい
会
かい
長
ちょう
で、文

ぶん
化
か
審
しん
議
ぎ
会
かい

国
こく
語
ご
分
ぶん
科
か
会
かい
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
小
しょう
委
い
員
いん
会
かい
主
しゅ
査
さ
も

務
つと
める。専

せん
門
もん
は言

げん
語
ご
学
がく
・日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
学
がく
。研

けん
究
きゅう

テーマとして、二
ふた
つの言

げん
語
ご
が接

せっ
触
しょく
する際

さい
、

あるいは第
だい
二
に
言
げん
語
ご
を学

がく
習
しゅう
する際

さい
に起

お
きる問

もん
題
だい
の

言
げん
語
ご
学
がく
的
てき
解
かい
明
めい
に取

と
り組

く
んでいる。著

ちょ
書
しょ
多
た
数
すう
。

西
にし
原
はら
鈴
すず
子
こ

2
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『2006年
ねん
海
かい
外
がい
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
調
ちょう
査
さ
』結

けっ
果
か
概
がい
要
よう

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
は、海

かい
外
がい
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
を対

たい
象
しょう
として、教

きょう
師
し
数
すう
、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
、学

がく
習
しゅう
目
もく
的
てき
、

問
もん
題
だい
点
てん
などを問

と
うアンケート調

ちょう
査
さ
を行
おこな
いました*。その調

ちょう
査
さ
結
けっ
果
か
の概

がい
要
よう
を報

ほう
告
こく
します。

本
ほん
調
ちょう
査
さ
のアンケートにご協

きょう
力
りょく
いただいた皆

みな
様
さま
、ありがとうございました。

1．全
ぜん
体
たい
状
じょう
況
きょう

2．地
ち
域
いき
別
べつ
・国

くに
別
べつ
状
じょう
況
きょう

2006年
ねん
現
げん
在
ざい
、133カ国

こく
・地

ち
域
いき
で日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
が行
おこな
われていることが明

あき
らかになりました。地

ち
域
いき
別
べつ
にみると東

ひがし
アジアの

比
ひ
率
りつ
が高

たか
く、続

つづ
いて東

とう
南
なん
アジア、大

たい
洋
よう
州
しゅう
、北

ほく
米
べい
となります。学

がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
でみますと、アジアと大

たい
洋
よう
州
しゅう
で9割

わり
以
い
上
じょう
を

占
し
めています。2003年

ねん
調
ちょう
査
さ
と比

ひ
較
かく
すると、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が増

ぞう
加
か
した国

くに
は95カ国

こく
・地

ち
域
いき
、減

げん
少
しょう
した国

くに
は31カ国

こく
・地

ち
域
いき
です。

3．教
きょう
師
し
の状
じょう
況
きょう

*台
たい
湾
わん
の数

すう
値
ち
は（財

ざい
）交

こう
流
りゅう
協
きょう
会
かい
が実

じっ
施
し
した調

ちょう
査
さ
のデータを使

し
用
よう
しています。

機
き
関
かん
数
すう

13,639機
き
関
かん

教
きょう
師
し
数
すう

44,321人
にん

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう

2,979,820人
にん

1979年
ねん
から2006年

ねん
の間
あいだ
に機

き
関
かん
数
すう
は11.9倍

ばい
、教
きょう
師
し
数
すう
は10.8倍

ばい
、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
は

23.4倍
ばい
に増

ぞう
加
か
しました。前

ぜん
回
かい
の2003年調

ねんちょう
査
さ
と比

くら
べると、3年

ねん
間
かん
に、機

き
関
かん
数
すう
は

11.6％、教
きょう
師
し
数
すう
は33.8％、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
は26.4％増

ぞう
加
か
しました。

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
ウェブサイトでは、これら以

い
外
がい
に、学

がく
習
しゅう
目
もく
的
てき
・教
きょう
師
し
の状
じょう
況
きょう
・問
もん
題
だい
点
てん
など、他

ほか
の項

こう
目
もく
に関

かん
する概

がい
要
よう

報
ほう
告
こく
を公

こう
開
かい
しています（http://www.jpf.go.jp/j/japan_j/oversea/survey.html）。また、各

かく
機
き
関
かん
のデータもウェブサイトで

公
こう
開
かい
します。ぜひご覧

らん
ください。詳

しょう
細
さい
な分

ぶん
析
せき
や集
しゅう
計
けい
表
ひょう
などは報

ほう
告
こく
書
しょ
としてまとめ、市

し
販
はん
する予

よ
定
てい
です。

〈機
き
関
かん
数
すう
・教

きょう
師
し
数
すう
・学

がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
の地

ち
域
いき
別
べつ
割
わり
合
あい
〉

〈機
き
関
かん
数
すう
〉 〈教

きょう
師
し
数
すう
〉 〈学

がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
〉

1979年

（機関） （人） （人）

1984年 1988年 1990年 1993年 1998年 2003年 2006年 1979年 1984年 1988年 1990年 1993年 1998年 2003年 2006年 1979年 1984年 1988年 1990年 1993年 1998年 2003年 2006年

東アジア 東南アジア 南アジア 大洋州 北米 中南米 西欧 東欧 中東・アフリカ

機関数

教師数

学習者数

中
ちゅう
国
ごく

684,366人
にん

（23.0％）

その他
た

436,277人
にん

（14.6％）

〈学
がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
の国

くに
別
べつ
構
こう
成
せい
〉

韓
かん
国
こく

910,957人
にん

（30.6％）

オーストラリア
366,165人

にん

（12.3％）

インドネシア
272,719人

にん

（9.2％）

〈台
たい
湾
わん
〉

191,367人
にん

（6.4％）

米
べい
国
こく

117,969人
にん

（4.0％）

海
かい
外
がい
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
41,530人

（台
たい
湾
わん
を除

のぞ
く）のうち、日

に
本
ほん
語
ご

を母
ぼ
語
ご
とする教

きょう
師
し
は約

やく
3割
わり
。

約
やく
7割
わり
は日

に
本
ほん
語
ご
を母

ぼ
語
ご
としない

現
げん
地
ち
の教
きょう
師
し
です。

1機
き
関
かん
あたりの 教

きょう
師
し
1人当

あ
たりの 日

に
本
ほん
語
ご
母
ぼ
語
ご
話
わ
者
しゃ
教
きょう
師
し

教
きょう
育
いく
段
だん
階
かい

平
へい
均
きん
教
きょう
師
し
数
すう

＊1 平
へい
均
きん
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう

＊2 比
ひ
率
りつ

機
き
関
かん
カバー率

りつ

（単
たん
位
い
：人

にん
） （単

たん
位
い
：人

にん
） （単

たん
位
い
：％） （単

たん
位
い
：％）

初
しょ
等
とう
・中

ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく

1.7 135.0 18.9 22.9
高
こう
等
とう
教
きょう
育
いく

5.2 44.8 30.7 66.8
学
がっ
校
こう
教
きょう
育
いく
以
い
外
がい

4.9 31.1 39.7 65.6
全
ぜん
体
たい

3.2 66.0 30.5 42.5

*1 教
きょう
師
し
数
すう
を答

こた
えている機

き
関
かん
の教
きょう
師
し
数
すう
を機

き
関
かん
数
すう
で割

わ
ったもの。

*2 教
きょう
師
し
数
すう
と学

がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
の両
りょう
方
ほう
について回

かい
答
とう
のあった機

き
関
かん
の合

ごう
計
けい
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
をその機

き
関
かん
の合

ごう
計
けい
教
きょう
師
し
数
すう
で割

わ
ったもの。

ひとり

3



関
かん
西
さい
国
こく
際
さい
センター　日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
専
せん
門
もん
員
いん
上
うえ
田
だ
和
かず
子
こ
・田

た
中
なか
哲
てつ
哉
や

What is more practical Japanese proficiency in JSP:
Through producing the internet site “Nihongo de care-navi”.

1. 開
かい
発
はつ
の経

けい
緯
い

（1）背
はい
景
けい
と概

がい
略
りゃく

2004年
ねん
11月

がつ
に日

にっ
比
ぴ
首
しゅ
脳
のう
間
かん
において大

おお
筋
すじ
合
ごう
意
い
された日

に
本
ほん

フィリピン経
けい
済
ざい
連
れん
携
けい
協
きょう
定
てい
に基

もと
づき、日

に
本
ほん
政
せい
府
ふ
は、近

ちか
い

将
しょう
来
らい
、病
びょう
院
いん
や高

こう
齢
れい
者
しゃ
介
かい
護
ご
施
し
設
せつ
等
とう
で、看

かん
護
ご
師
し
や介

かい
護
ご
のプロ

として仕
し
事
ごと
をする外

がい
国
こく
人
じん
、特

とく
にフィリピンからの受

う
け

入
い
れを許

きょ
可
か
するということを発

はっ
表
ぴょう
しました。現

げん
在
ざい
、まだ

それは実
じつ
現
げん
していませんが、すでに日

に
本
ほん
に住

す
んでいる

フィリピンの方
かた
の中

なか
にも、介

かい
護
ご
の仕

し
事
ごと
に関

かん
心
しん
を持

も
っている

人
ひと
がたくさんいます。さらに、フィリピン以

い
外
がい
の海

かい
外
がい
でも、

将
しょう
来
らい
、日

に
本
ほん
で介

かい
護
ご
の仕

し
事
ごと
に就

つ
く目

もく
的
てき
で日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
を始

はじ
める

人
ひと
があるそうです。

このような動
うご
きを受

う
けて、2005年

ねん
4月
がつ
から、国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん

関
かん
西
さい
国
こく
際
さい
センターで外

がい
国
こく
人
じん
の看

かん
護
ご
師
し
や介

かい
護
ご
福
ふく
祉
し
士
し
に対

たい
する

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
支
し
援
えん
への取

と
り組

く
みが始

はじ
まりました。そして、2006年

ねん

3月
がつ
には基

き
本
ほん
となるデータベースが、2007年

ねん
3月
がつ
には

インターネット・サイト「日
に
本
ほん
語
ご
でケアナビ」のデータが

出
で
来
き
上
あ
がり、同

どう
年
ねん
7月
がつ
からそれを一

いっ
般
ぱん
公
こう
開
かい
しています。

（2）目
もく
的
てき

外
がい
国
こく
人
じん
の看

かん
護
ご
師
し
や介

かい
護
ご
福
ふく
祉
し
士
し
に対

たい
する日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
が

議
ぎ
論
ろん
にあがったころ、「彼

かれ
らは専

せん
門
もん
的
てき
な資

し
格
かく
を持

も
っている。

だから、必
ひつ
要
よう
なのは日

に
本
ほん
語
ご
力
りょく
だ」という声

こえ
が聞

き
こえてきました。

では、その「日
に
本
ほん
語
ご
力
りょく
」とは一

いっ
体
たい
どのようなものでしょうか。

まず頭
あたま
に浮

う
かんだのは、専

せん
門
もん
のことばを集

あつ
めることでした。

しかし、一
ひと
口
くち
に看

かん
護
ご
・介
かい
護
ご
といっても、この二

ふた
つの分

ぶん
野
や
は

専
せん
門
もん
的
てき
にかなり異

こと
なります。看

かん
護
ご
は医

い
学
がく
の勉

べん
強
きょう
が必

ひつ
要
よう
ですし、

介
かい
護
ご
も体
からだ
の動

うご
かし方

かた
など、独

どく
特
とく
の専

せん
門
もん
知
ち
識
しき
と技

ぎ
術
じゅつ
が必

ひつ
要
よう

です。日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
に何

なに
がどの程

てい
度
ど
まで可

か
能
のう
なのか、

話
はな
し合

あ
いを重

かさ
ねた結

けっ
果
か
、私
わたし
たちは「日

に
本
ほん
で働
はたら
いて生

せい
活
かつ

するためのより基
き
本
ほん
的
てき
な日

に
本
ほん
語
ご
力
りょく
の育

いく
成
せい
」を目

め
指
ざ
す

ことにしました。この目
もく
的
てき
は、次

つぎ
の3点

てん
にまとめられます。

1 患
かん
者
じゃ
や施

し
設
せつ
にいる人

ひとび々と
とのコミュニケーションに必

ひつ
要
よう
な

日
に
本
ほん
語
ご

2 日
に
本
ほん
人
じん
スタッフと一

いっ
緒
しょ
に働
はたら
く上

うえ
で必

ひつ
要
よう
な日

に
本
ほん
語
ご

3 働
はたら
く人

ひと
が、個

こ
人
じん
として日

に
本
ほん
の生

せい
活
かつ
で必

ひつ
要
よう
な日

に
本
ほん
語
ご

2. 内
ない
容
よう

1でまとめた「日
に
本
ほん
語
ご
力
りょく
」に基

もと
づき、「おせわをする」「病

びょう
院
いん

で働
はたら
く」「職

しょく
場
ば
のコミュニケーション」「気

き
持
も
ちを伝

つた
える」

「日
に
本
ほん
でくらす」の五

いつ
つの分

ぶん
類
るい
を日

に
本
ほん
語
ご
使
し
用
よう
場
ば
面
めん
としました。

（1）使
し
用
よう
場
ば
面
めん
とことば

「おせわをする」：朝
あさ
起
お
きてから夜

よる
寝
ね
るまで、さらに寝

ね
ている

間
あいだ
も含

ふく
めた24時

じ
間
かん
のおせわのことば。「おふろにいれる」

「車
くるま
椅
い
子
す
」「リハビリ」「うつむけになる」など。

「病
びょう
院
いん
で働
はたら
く」：病

びょう
名
めい
、治

ち
療
りょう
方
ほう
法
ほう
など、医

い
療
りょう
に関

かん
係
けい
のある

ことば。「問
もん
診
しん
」「消

しょう
毒
どく
する」「応

おう
急
きゅう
処
しょ
置
ち
」。また、「ずきずき

する」「きりきりする」など「痛
いた
み」の表

ひょう
現
げん
も。

「職
しょく
場
ば
のコミュニケーション」：同

どう
僚
りょう
や上
じょう
司
し
らとの間

あいだ
で

必
ひつ
要
よう
な、打

う
ち合

あ
わせや連

れん
絡
らく
などコミュニケーションの

ことば。「担
たん
当
とう
する」「シフトを組

く
む」「引

ひ
きつぎをする」

など。仕
し
事
ごと
の時

じ
間
かん
以
い
外
がい
の付

つ
き合

あ
いでは「歓

かん
迎
げい
会
かい
」「割

わ
り勘

かん
」

などの社
しゃ
交
こう
のことばも。

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
関
かん
西
さい
国
こく
際
さい
センターでは、和

わ
英
えい
・英

えい
和
わ
辞
じ
書
しょ
機
き
能
のう
（約

やく
6,000語

ご
彙
い
と約

やく
2,000の例

れい
文
ぶん
）を持

も
つインターネット・

サイト「日
に
本
ほん
語
ご
でケアナビ」（http://nihongodecarenavi.jp/）を制

せい
作
さく
し、2007年

ねん
7月
がつ
から一

いっ
般
ぱん
公
こう
開
かい
しています。このサイト

を開
かい
発
はつ
していく中

なか
で、日

に
本
ほん
語
ご
のさまざまな特

とく
徴
ちょう
や表
ひょう
記
き
についての課

か
題
だい
を経

けい
験
けん
しました。この記

き
事
じ
では、「日

に
本
ほん
語
ご
でケアナビ」

開
かい
発
はつ
の背

はい
景
けい
の概

がい
略
りゃく
と、それらの経

けい
験
けん
から日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
と関

かか
わりの深

ふか
いものをいくつか紹

しょう
介
かい
したいと思

おも
います 。1

使
つか
える「日

に
本
ほん
語
ご
力
りょく
」をめざして

―「日
に
本
ほん
語
ご
でケアナビ」サイト制

せい
作
さく
から学

まな
んだこと―

http://nihongodecarenavi.jp/ja/index.html
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特
とく
集
しゅう
2

「気
き
持
も
ちをつたえる」：状

じょう
況
きょう
を判

はん
断
だん
する場

ば
面
めん
で必

ひつ
要
よう
な、

見
み
たもの感

かん
じたことを表

あらわ
すことば。「調

ちょう
子
し
がいい」

「いらいらする」、「がくっとくる」、「やりがいがある」など。

「日
に
本
ほん
でくらす」：日

に
本
ほん
社
しゃ
会
かい
の中

なか
のさまざまな場

ば
面
めん
で

必
ひつ
要
よう
なことば。「外

がい
国
こく
人
じん
登
とう
録
ろく
証
しょう
」、「資

し
格
かく
」などのほかに

「給
きゅう
料
りょう
」「近

きん
所
じょ
づきあい」なども。

（2）例
れい
文
ぶん
と表
ひょう
記
き
の特

とく
色
しょく

例
れい
文
ぶん
はできるだけ初

しょ
級
きゅう
文
ぶん
型
けい
で作

つく
りましたが、一

いっ
方
ぽう
で、

自
し
然
ぜん
な日

に
本
ほん
語
ご
になるようにも心

こころ
がけました。この作

さ
業
ぎょう

から、初
しょ
級
きゅう
＝簡

かん
単
たん
、とは言

い
えないことがわかってきました。

初
しょ
級
きゅう
の文

ぶん
型
けい
は単

たん
純
じゅん
ですが、いろいろな解

かい
釈
しゃく
ができる

ので、かえって難
むずか
しいとも言

い
えるのです。たとえば

「ときどき運
うん
動
どう
しましょう」という文

ぶん
は、「いっしょに

運
うん
動
どう
しよう」という「誘

さそ
い」の意

い
味
み
ですが、医

い
師
し
や

看
かん
護
ご
師
し
が患

かん
者
じゃ
に話

はな
す場

ば
合
あい
は、「運

うん
動
どう
した方がいいですよ」

という「促
うなが
し」の意

い
味
み
になります。医

い
者
しゃ
や看

かん
護
ご
師
し
という

役
やく
割
わり
・立

たち
場
ば
の人

ひと
が、助

じょ
言
げん
として話

はな
す場

ば
面
めん
だからです。

つまり、いつ、どんな場
ば
面
めん
で、誰

だれ
が誰

だれ
に話

はな
しているかに

よって意
い
味
み
は違

ちが
い、したがって、英

えい
訳
やく
も異

こと
なります。

このような文
ぶん
脈
みゃく
を補

ほ
助
じょ
するために、「話

わ
者
しゃ
情
じょう
報
ほう
」を簡

かん
単
たん
な

イラストで示
しめ
すことにしました。

語
ご
彙
い
や例

れい
文
ぶん
の表
ひょう
記
き
は、漢

かん
字
じ
かな混

ま
じり文

ぶん
とともに、

ひらがな文
ぶん
でも提

てい
供
きょう
しています。しかし、長

なが
いひらがな

文
ぶん
は読

よ
みにくく、また意

い
味
み
もわかりづらくなるので、

画
が
面
めん
では「ときどき　うんどうしましょう」と、「分

わ
かち

書
か
き」で表

ひょう
記
き
しています。

英
えい
語
ご
版
ばん
（ローマ字

じ
版
ばん
）も、語

ご
彙
い
はローマ字

じ
の分

わ
かち書

が
き

です。ローマ字
じ
表
ひょう
記
き
にはもう一

ひと
つ「長

ちょう
音
おん
」の問

もん
題
だい
があり

ました。通
つう
常
じょう
、ローマ字

じ
で長
ちょう
音
おん
をあらわすには母

ぼ
音
いん
の上

うえ

に横
よこ
線
せん
を引

ひ
きますが、インターネット画

が
面
めん
では、いわゆる

「文
も
字
じ
化
ば
け」を起

お
こしてしまう可

か
能
のう
性
せい
があります。そこで、

長
ちょう
音
おん
は母

ぼ
音
いん
表
ひょう
記
き
を二

ふた
つ続

つづ
けて表

あらわ
すことにしました。

たとえば「うんどうする」は、「undoo suru」、「コーヒー」

は「koohii」となります。

3. データ検
けん
証
しょう
での協

きょう
力
りょく

英
えい
文
ぶん
データ作

さく
成
せい
では医

い
療
りょう
通
つう
訳
やく
翻
ほん
訳
やく
者
しゃ
グループに、データ

検
けん
証
しょう
では医

い
師
し
、介
かい
護
ご
福
ふく
祉
し
士
し
らに協

きょう
力
りょく
を得

え
ました。フィリピン人

じん

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
の方

かたが々た
からは、「あいさつなど日

に
本
ほん
語
ご
独
どく
特
とく
の

言
い
い回

まわ
しについて、『文

ぶん
化
か
的
てき
コメント』の解

かい
説
せつ
が必

ひつ
要
よう
」など、

具
ぐ
体
たい
的
てき
な提

てい
案
あん
をいただくことができました。もともといろいろな

意
い
味
み
を含

ふく
むことばを、一

いち
問
もん
一
いち
答
とう
式
しき
に訳

やく
すことに限

げん
界
かい
が

あるのですが、それを補
おぎな
うためには日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
の視

し
点
てん
を

加
くわ
えることが重

じゅう
要
よう
です。それによって、より使

つか
いやすい

サイト作
づく
りが可

か
能
のう
になるだろうと思います。

4. 公
こう
開
かい
後
ご
の反

はん
響
きょう
から

公
こう
開
かい
から約

やく
6ヶ月

げつ
、その間

かん
、世

せ
界
かい
中
じゅう
からさまざまな反

はん
響
きょう
が

寄
よ
せられました。アクセス解

かい
析
せき
によると、現

げん
在
ざい
、50を

超
こ
える国

くに
や地

ち
域
いき
の人

ひとび々と
が「日

に
本
ほん
語
ご
でケアナビ」を使

つか
って

おり、アクセス数
すう
は30万

まん
件
けん
に上

のぼ
ります。これは開

かい
発
はつ
スタッフの

想
そう
像
ぞう
を超

こ
えた規

き
模
ぼ
と範

はん
囲
い
の手

て
ごたえです。私

わたし
たちは

インターネットというメディアが、世
せ
界
かい
中
じゅう
の多

おお
くの人

ひとび々と
の生

せい
活
かつ

に、日
にち
常
じょう
的
てき
に入

はい
り込

こ
んでいることを改

あらた
めて知

し
りました。また、

日
に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
に対

たい
して強

つよ
い関

かん
心
しん
を持

も
っている学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が、

世
せ
界
かい
各
かく
地
ち
に潜

せん
在
ざい
的
てき
にいることも、直

ちょく
接
せつ
感
かん
じ取

と
ることが

できました。「日
に
本
ほん
語
ご
でケアナビ」について「使

つか
いやすい」、

「親
した
しみやすい」という好

こう
意
い
的
てき
な声

こえ
が聞

き
こえてくる一

いっ
方
ぽう
で、

「音
おと
が聞

き
きたい」や「ポルトガル語

ご
、中
ちゅう
国
ごく
語
ご
でも欲

ほ
しい」

という、熱
ねっ
心
しん
な要

よう
望
ぼう
も寄

よ
せられています。

開
かい
発
はつ
プロジェクトを通

つう
じて、私

わたし
たちが学

まな
んだことは数

かぞ
え

上
あ
げられません。特

とく
に、公

こう
開
かい
後
ご
の反

はん
響
きょう
からは、初

しょ
級
きゅう
、中
ちゅう
級
きゅう
、

上
じょう
級
きゅう
へと進

すす
んでいく「タテ」方

ほう
向
こう
だけではなく、初

しょ
級
きゅう
の知

ち
識
しき

を活
かつ
用
よう
して広

ひろ
げて行

い
く、「ヨコ」方

ほう
向
こう
にも学

がく
習
しゅう
に値
あたい
する領

りょう
域
いき

や方
ほう
法
ほう
があることを示

し
唆
さ
されました。初

しょ
級
きゅう
レベルの日

に
本
ほん
語
ご

力
りょく
で専

せん
門
もん
分
ぶん
野
や
や仕

し
事
ごと
での運

うん
用
よう
力
りょく
を養

よう
成
せい
していくためには、

さらに次
つぎ
の4点

てん
に関

かん
する調

ちょう
査
さ
研
けん
究
きゅう
が必

ひつ
要
よう
だと思

おも
います。

日
に
本
ほん
語
ご
を使

つか
って専

せん
門
もん
的
てき
な仕

し
事
ごと
をする人

ひと々びと
に対

たい
し、どのような

日
に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
の材

ざい
料
りょう
を、どのように提

てい
供
きょう
するか、そのために

世
せ
界
かい
中
じゅう
の日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
や日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
と、どう協

きょう
力
りょく
して

いくべきかについて、今
こん
後
ご
も「日

に
本
ほん
語
ご
でケアナビ」とともに

考
かんが
えていきたいと思

おも
います。

1「日
に
本
ほん
語
ご
でケアナビ」開

かい
発
はつ
の背

はい
景
けい
や過

か
程
てい
については、「こちら

『日
に
本
ほん
語
ご
でケアナビ』開

かい
発
はつ
室
しつ
」というブログで公

こう
開
かい
しています。

http://nihongodecarenavi.net/blog

1）「いろいろな動
どう
作
さ
」など、日

にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
での身

み
近
ぢか
な表
ひょう
現
げん
の分

ぶん
析
せき

2）「～てもらう」など、人
にん
間
げん
関
かん
係
けい
や配

はい
慮
りょ
の表
ひょう
現
げん
の検

けん
討
とう

3）初
しょ
級
きゅう
レベルの文

ぶん
法
ぽう
的
てき
知
ち
識
しき
による運

うん
用
よう
場
ば
面
めん
の開

かい
拓
たく

4）ノンネイティブ日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
との連

れん
携
けい

http://nihongodecarenavi.jp/en/en_entry_1058.html
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日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
柴
しば
原
はら
智
とも
代
よ
・島

しま
田
だ
徳
のり
子
こ

教
きょう
材
ざい
開
かい
発
はつ

海
かい
外
がい
で活

かつ
躍
やく
している日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
のみなさんから、よく「日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
を知

し
りたい」「すぐに使

つか
える授

じゅ
業
ぎょう
活
かつ
動
どう
を提

てい
供
きょう

してもらいたい」という要
よう
望
ぼう
をいただきます。

「日
に
本
ほん
語
ご
の教

おし
え方

かた
イロハ」のコーナーでは、日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターの専

せん
任
にん
講
こう
師
し
が、日

に
本
ほん
語
ご
の教

おし
え方

かた
を学

まな
んだことのない

方
かた
に、「コースデザイン」や「読

どっ
解
かい
」「会

かい
話
わ
」「聴

ちょう
解
かい
」「評

ひょう
価
か
」などの基

き
本
ほん
的
てき
な教

きょう
授
じゅ
理
り
論
ろん
、教

きょう
授
じゅ
知
ち
識
しき
をわかりやすく解

かい
説
せつ

します。既
すで
に日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
えている方

かた
も日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
に関

かん
する基

き
礎
そ
固
がた
め、知

ち
識
しき
の再

さい
点
てん
検
けん
にお役

やく
立
だ
てください。

コースの自
じ
作
さく
教
きょう
材
ざい
を作

つく
ってみたらどうですか。まず、

教
きょう
材
ざい
の企

き
画
かく
書
しょ
を作

さく
成
せい
し、提

てい
出
しゅつ
してください。」

▼▼翌
よく
日
じつ
、ラン先

せん
生
せい
は、同

どう
僚
りょう
のチュン、トゥイ、福

ふく
山
やま
先
せん
生
せい
に

次
つぎ
のように言

い
いました。「…のように、校

こう
長
ちょう
先
せん
生
せい
から

教
きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
の提

てい
案
あん
がありました。私

わたし
は来

らい
週
しゅう
までに第

だい
1課
か

『自
じ
己
こ
紹
しょう
介
かい
』を作

つく
ってきますから、皆

みな
さんもそれぞれ

1課
か
ずつ試

ため
しに作

つく
ってみてください。」

▼▼▼1週
しゅう
間
かん
後
ご
：

ラン「皆
みな
さんできましたか。」

福
ふく
山
やま
「計

けい
画
かく
もなくいきなり作

つく
るなんて無

む
理
り
ですよ。」

チュン「まず、今
いま
使
し
用
よう
している教

きょう
材
ざい
の問

もん
題
だい
点
てん
が何

なに
か、明

めい
確
かく

にしないとそれを補
おぎな
う教
きょう
材
ざい
にはなりませんよね。」

トゥイ「自
じ
己
こ
紹
しょう
介
かい
や電

でん
話
わ
の会

かい
話
わ
以
い
外
がい
に、アイディアが

浮
う
かびません…。」

…とても気
き
まずい雰

ふん
囲
い
気
き
で会

かい
議
ぎ
が終

お
わりました。

3. 「評
ひょう
価
か
（See）－計

けい
画
かく
（Plan）－実

じっ
施
し
(Do) －評

ひょう
価
か

（See）」のサイクルで作
つく
る

ラン先
せん
生
せい
は、日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターのさくら先

せん
生
せい
に相

そう
談
だん

しました。さくら先
せん
生
せい
は、『教

きょう
授
じゅ
法
ほう
教
きょう
材
ざい
シリーズ14巻

かん
：

教
きょう
材
ざい
開
かい
発
はつ
』という本

ほん
を送

おく
ってくれました。この『教

きょう
材
ざい

開
かい
発
はつ
』という本

ほん
を読

よ
んで、みんなで教

きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
の手

て
順
じゅん
を

確
かく
認
にん
しました。

1. はじめに
皆
みな
さんの中

なか
には、「自

じ
分
ぶん
たちのコースにあった教

きょう
材
ざい
を

作
つく
りたい」と考

かんが
えている人

ひと
がいると思

おも
います。今

こん
回
かい
は、

海
かい
外
がい
のある国

くに
にある「さくら日

に
本
ほん
語
ご
学
がっ
校
こう
のコースのための

教
きょう
材
ざい
を作

つく
る」という事

じ
例
れい
にもとづいて、教

きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
の

方
ほう
法
ほう
を紹
しょう
介
かい
します。

2. いきなり作
つく
る。そして…

塀

▼ある日
ひ
、さくら日

に
本
ほん
語
ご
学
がっ
校
こう
の校

こう
長
ちょう
先
せん
生
せい
は、教

きょう
務
む
主
しゅ
任
にん
の

ラン先
せん
生
せい
に次

つぎ
のように言

い
いました。「中

ちゅう
級
きゅう
コースの学

がく
習
しゅう
者
しゃ
は、

『コースを終
しゅう
了
りょう
したのに会

かい
話
わ
ができない』『行

い
ったことが

ない東
とう
京
きょう
の話
はなし
ばかりで教

きょう
材
ざい
がおもしろくない』と言

い
って

います。日
に
本
ほん
で市

し
販
はん
されている教

きょう
科
か
書
しょ
をやめて、中

ちゅう
級
きゅう

＜教
きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
の手

て
順
じゅん
を確

かく
認
にん
する＞（『教

きょう
材
ざい
開
かい
発
はつ
』1-2）

教
きょう
材
ざい
を使

つか
う対

たい
象
しょう
となるコースの現

げん
状
じょう
分
ふん
析
せき
をしないま

ますぐに、書
か
き始

はじ
めたり【「See（評

ひょう
価
か
）→Plan（計

けい
画
かく
）」

がない】、作
さく
成
せい
したあと内

ない
容
よう
の見

み
直
なお
しや改

かい
訂
てい
を行
おこな
わない

まま作
つく
りっぱなしにしたり【「Do（実

じっ
行
こう
)→See（評

ひょう
価
か
）」

登
とう
場
じょう
人
じん
物
ぶつ
紹
しょう
介
かい
（さくら日

に
本
ほん
語
ご
学
がっ
校
こう
の人

ひとび々と
）

校
こう
長
ちょう
先
せん
生
せい

チュン先
せん
生
せい

福
ふく
山
やま
先
せん
生
せい

トゥイ先
せん
生
せい

ラン先
せん
生
せい
（教
きょう
務
む
主
しゅ
任
にん
）
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教
きょう
材
ざい
のねらいを5つのステップで考

かんが
える

（『教
きょう
材
ざい
開
かい
発
はつ
』2-1）

まず、ランさんたちは、次
つぎ
のような手

て
順
じゅん
で教
きょう
材
ざい
の

ねらい（教
きょう
材
ざい
で目

め
指
ざ
すこと）を考

かんが
えました。

1さくら日
に
本
ほん
語
ご
学
がっ
校
こう
のコースの現

げん
状
じょう
の課

か
題
だい
をまとめ、

問
もん
題
だい
が何

なに
か把

は
握
あく
する。今

いま
使
し
用
よう
している教

きょう
材
ざい
を分

ぶん
析
せき
し、

問
もん
題
だい
点
てん
を明

めい
確
かく
にする。

2コースの課
か
題
だい
を解

かい
決
けつ
するために、教

きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
がいいか、

ほかの方
ほう
法
ほう
がいいかを検

けん
討
とう
する。

3現
げん
状
じょう
の課

か
題
だい
のうち教

きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
で解

かい
決
けつ
できる部

ぶ
分
ぶん
は何

なに
か、

明
めい
確
かく
にする。

4教
きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
で解

かい
決
けつ
したい課

か
題
だい
に、教

きょう
材
ざい
で実

じつ
現
げん
したいこと、

実
じっ
行
こう
可
か
能
のう
性
せい
を考

こう
慮
りょ
して、教

きょう
材
ざい
のねらいを検

けん
討
とう
する。

5教
きょう
材
ざい
のねらいを決

き
めて、それを表

あらわ
す教
きょう
材
ざい
名
めい
（仮

かり
）を

考
かんが
える。

ランさんたちは、主
おも
な対

たい
象
しょう
者
しゃ
を日

に
本
ほん
研
けん
究
きゅう
者
しゃ
にしぼって、

この国
くに
の日

に
本
ほん
研
けん
究
きゅう
者
しゃ
と日

に
本
ほん
人
じん
の研

けん
究
きゅう
者
しゃ
が日

に
本
ほん
語
ご
で話

はな
し、

関
かん
係
けい
作
づく
りができるような教

きょう
材
ざい
を作

つく
ることにしました。

教
きょう
材
ざい
名
めい
は、『日

に
本
ほん
語
ご
で研

けん
究
きゅう
者
しゃ
と話

はな
そう（仮

かり
）』にしました。

教
きょう
材
ざい
のシラバスと課

か
の構

こう
成
せい
を作

さく
成
せい
する

（『教
きょう
材
ざい
開
かい
発
はつ
』2-2）

次に、ランさんたちは、研
けん
究
きゅう
者
しゃ
に必

ひつ
要
よう
な日

に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
を明

めい
確
かく

にするために、資
し
料
りょう
を探

さが
したり、日

に
本
ほん
研
けん
究
きゅう
者
しゃ
にアンケート

やインタビューをしたり、教
きょう
授
じゅ
法
ほう
を勉

べん
強
きょう
したりしました。

そして、「日
に
本
ほん
研
けん
究
きゅう
者
しゃ
が、日

に
本
ほん
語
ご
で話
はなし
をして関

かん
係
けい
作
づく
りが

できる」ために必
ひつ
要
よう
なことは何

なに
かを検

けん
討
とう
しました。その

中
なか
から、学

がく
習
しゅう
目
もく
標
ひょう
を決

き
め、教

きょう
材
ざい
全
ぜん
体
たい
の設

せっ
計
けい
図
ず
である「教

きょう
材
ざい

のシラバス」を一
いち
部
ぶ
分
ぶん
作
つく
りました。それから、ある課

か
を

とりあげて、1課
か
の設

せっ
計
けい
図
ず
にあたる「課

か
の構

こう
成
せい
」を作

つく
りました。

日
に
本
ほん
語
ご
の教
おし
え方
かた
イロハ

参
さん
考
こう
文
ぶん
献
けん

小
こ
柳
やなぎ
かおる（2004）『日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
のための新

あたら
しい言

げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
概
がい
論
ろん
』

スリーエーネットワーク
島
しま
田
だ
徳
のり
子
こ
・柴

しば
原
はら
智
とも
代
よ
（2008発

はっ
行
こう
予
よ
定
てい
）教
きょう
授
じゅ
法
ほう
教
きょう
材
ざい
シリーズ14巻

かん

『教
きょう
材
ざい
開
かい
発
はつ
』国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん

鈴
すず
木
き
克
かつ
明
あき
（2002）『教

きょう
材
ざい
設
せっ
計
けい
マニュアル－独

どく
学
がく
を支

し
援
えん
するために』

北
きた
大
おお
路
じ
書
しょ
房
ぼう

Tomlinson (2003) Developing materials for language teaching.
Continuum

がない】する方
ほう
法
ほう
ではいい教

きょう
材
ざい
にはなりません。

まず、教
きょう
材
ざい
を使

つか
う対

たい
象
しょう
となるコースの現

げん
状
じょう
分
ぶん
析
せき
を

ていねいに行
おこな
う、つまり、現

げん
状
じょう
の「See（評

ひょう
価
か
）」から

教
きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
を始

はじ
めましょう。そして、現

げん
状
じょう
の「See（評

ひょう
価
か
）」

結
けっ
果
か
をふまえ、教

きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
の「Plan（計

けい
画
かく
）」を立

た
てます。

この「Plan（計
けい
画
かく
）」の段

だん
階
かい
で、教

きょう
材
ざい
のねらいを明

めい
確
かく
に

し、教
きょう
材
ざい
の設

せっ
計
けい
図
ず
とも言

い
えるシラバスと課

か
の構

こう
成
せい
を作

つく
り、

教
きょう
材
ざい
の一

いち
部
ぶ
分
ぶん
（プロトタイプ）を試

し
作
さく
して、計

けい
画
かく
として

妥
だ
当
とう
かどうかチェックし、その結

けっ
果
か
に基

もと
づいて計

けい
画
かく
の見

み
直
なお
し

を行
おこな
います。「Plan（計

けい
画
かく
）」の段

だん
階
かい
に、小

ちい
さな「Plan-

Do-See」のサイクルが組
く
み込

こ
まれることになります。

See Do See

Plan Plan

Do See

プロトタイプを作
さく
成
せい
し、評

ひょう
価
か
する

（『教
きょう
材
ざい
開
かい
発
はつ
』2-3、2-4）

そのあと、ランさんたちは、ある課
か
を選

えら
んで、プロト

タイプ（教
きょう
材
ざい
の一

いち
部
ぶ
分
ぶん
）を作

さく
成
せい
しました。それを学

がく
習
しゅう
者
しゃ
に

使ってみて、評
ひょう
価
か
を2回

かい
行
おこな
いました。1回

かい
はひとりの

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
に使

つか
ってもらい、教

きょう
材
ざい
を使

つか
う教
きょう
師
し
や学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が、

その教
きょう
材
ざい
の指

し
示
じ
や説

せつ
明
めい
などを理

り
解
かい
し、順

じゅん
調
ちょう
に学

がく
習
しゅう
を

進
すす
めることができるかを評

ひょう
価
か
しました。もう1回

かい
は、

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
が20人

にん
いるクラスで使

つか
って、その教

きょう
材
ざい
で学

がく
習
しゅう
する

前
まえ
と学

がく
習
しゅう
した後

あと
で、学

がく
習
しゅう
効
こう
果
か
があるかどうかを、テストや

インタビューで評
ひょう
価
か
しました。その結

けっ
果
か
をもとに、プロト

タイプを改
かい
善
ぜん
しました。

企
き
画
かく
書
しょ
を作

さく
成
せい
する（『教

きょう
材
ざい
開
かい
発
はつ
』3章）

最
さい
後
ご
に、ランさんたちは、コースの現

げん
状
じょう
分
ぶん
析
せき
、使

し
用
よう

教
きょう
材
ざい
の分

ぶん
析
せき
、教
きょう
材
ざい
のシラバスと課

か
の構

こう
成
せい
、プロトタイプ

とその評
ひょう
価
か
について企

き
画
かく
書
しょ
にまとめました。さらに

教
きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
にかかる予

よ
算
さん
、作

さく
成
せい
メンバーの役

やく
割
わり
分
ぶん
担
たん
や

責
せき
任
にん
範
はん
囲
い
、教
きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
のスケジュールを加

くわ
えて、企

き
画
かく
書
しょ

を完
かん
成
せい
しました。

4. 教
きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
はこれからも続

つづ
く…

ランさんたちは、企
き
画
かく
書
しょ
を提

てい
出
しゅつ
し、校

こう
長
ちょう
先
せん
生
せい
からOK

をもらうことができました。これから、プロトタイプを
もとに分

ぶん
担
たん
して執

しっ
筆
ぴつ
します。半

はん
年
とし
後
ご
には試

し
用
よう
版
ばん
が完

かん
成
せい
する

予
よ
定
てい
です。それを実

じっ
際
さい
のコースで使

つか
ってみて、改

かい
善
ぜん
し、

完
かん
成
せい
版
ばん
にします。

教
きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
には、幅

はば
広
ひろ
い専

せん
門
もん
知
ち
識
しき
・技

ぎ
術
じゅつ
・リソースを

必
ひつ
要
よう
とします。全

すべ
ての能

のう
力
りょく
を一人

ひ と り
で持

も
つことは難

むずか
しいので、

ラン先
せん
生
せい
のようにチームで教

きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
をするといいでしょう。

仲
なか
間
ま
を見

み
つけて、教

きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
を始

はじ
めましょう。

「評
ひょう
価
か
（See）→計

けい
画
かく
（Plan）―実

じっ
行
こう
（Do）―評

ひょう
価
か
（See）」のサイクル

1

3

4

2

話しましょう

聞きましょう

練習しましょう

ことばを増やしましょう

やってみましょう

考えましょう

読みましょう

書きましょう

ふり返りましょう
課
か
の構

こう
成
せい

教
きょう
材
ざい
のシラバス
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また、意
い
味
み
と解

かい
説
せつ
には翻

ほん
訳
やく
がついています。

これらの説
せつ
明
めい
が1ページ半

はん
にまとめられて

いて、わかりやすく説
せつ
明
めい
されています。

『教
おし
え方

かた
』にも例

れい
文
ぶん
、接

せつ
続
ぞく
方
ほう
法
ほう
、意

い
味
み
、解

かい
説
せつ

がありますが、翻
ほん
訳
やく
はありません。しかし、

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
からよく出

で
る質

しつ
問
もん
、誤

ご
用
よう
例
れい
などが挙

あ
げ

られていて、使
つか
われる場

ば
面
めん
が具

ぐ
体
たい
的
てき
にたくさん

紹
しょう
介
かい
されています。また、［類

るい
義
ぎ
表
ひょう
現
げん
との

比
ひ
較
かく
］という項

こう
目
もく
では、「もの」と「こと」の

比
ひ
較
かく
、文

ぶん
末
まつ
表
ひょう
現
げん
「～ものだ」「～ことだ」

「～べきだ」「～なければならない」の比
ひ
較
かく
も

されています。以
い
上
じょう
の内

ない
容
よう
が10ページに

わたって詳
くわ
しく書

か
かれていて、『文

ぶん
型
けい
辞
じ
典
てん
』との

違
ちが
いがはっきりわかります。

－新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい
－本

ほん
ばこ

Bookshelf : Introduction of New Titles

「日
に
本
ほん
語
ご
の教
きょう
材
ざい
や図

と
書
しょ
に関

かん
する新

あたら
しい情

じょう
報
ほう
がほしい」という海

かい
外
がい
の先

せん
生
せい
方
がた
の声

こえ
をよく

聞
き
きます。このコーナーでは、最

さい
近
きん
出
しゅっ
版
ぱん
された日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
材
ざい
や参
さん
考
こう
書
しょ
を中
ちゅう
心
しん
に紹
しょう
介
かい
して

いきます。誌
し
面
めん
の制
せい
約
やく
上
じょう
、一
いっ
回
かい
に多
おお
くの本

ほん
を紹
しょう
介
かい
できませんが、「海

かい
外
がい
の先
せん
生
せい
にとって

使
つか
いやすい教

きょう
材
ざい
」「授

じゅ
業
ぎょう
や研

けん
究
きゅう
の役

やく
に立

た
つ本

ほん
」、また、「知

し
っていると便

べん
利
り
な図

と
書
しょ
・

資
し
料
りょう
」などを取

と
り上

あ
げます。

●データ●
『どんな時どう使う日本語表現文型辞典』

友
とも
松
まつ
悦
えつ
子
こ
宮
みや
本
もと
淳
じゅん

和
わ
栗
く
雅
まさ
子
こ

アルク

（〒168-8611 東
とう
京
きょう
都
と
杉
すぎ
並
なみ
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2-54-12）
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『中級日本語文法と教え方のポイント』

市
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保
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子
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スリーエーネットワーク

（〒101-0064 東
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京
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猿
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日
に
本
ほん
語
ご
文
ぶん
法
ぽう
の参

さん
考
こう
書
しょ
が2冊

さつ
出
しゅっ
版
ぱん
されました。

今
こん
回
かい
は、この2冊

さつ
を比

くら
べながら紹

しょう
介
かい
したいと

思
おも
います。

▽どちらもすでにおなじみ
『どんな時

とき
どう使

つか
う日

に
本
ほん
語
ご
表
ひょう
現
げん
文
ぶん
型
けい
辞
じ
典
てん
』

（以
い
下
か
『文

ぶん
型
けい
辞
じ
典
てん
』）は、『どんなときどう使

つか
う

日
に
本
ほん
語
ご
表
ひょう
現
げん
文
ぶん
型
けい
200』と『どんな時

とき
どう使

つか
う

日
に
本
ほん
語
ご
表
ひょう
現
げん
文
ぶん
型
けい
500』を基

もと
にして作

つく
られて

います。この2冊
さつ
が辞

じ
書
しょ
としてまとめられる際

さい
、

翻
ほん
訳
やく
が加

くわ
えられたり、提

てい
示
じ
順
じゅん
序
じょ
が大

おお
きく変

か
え

られたりしています。『中
ちゅう
級
きゅう
日
に
本
ほん
語
ご
文
ぶん
法
ぽう
と

教
おし
え方

かた
のポイント』（以

い
下
か
『教

おし
え方

かた
』）は

『初
しょ
級
きゅう
日
に
本
ほん
語
ご
文
ぶん
法
ぽう
と教

おし
え方

かた
のポイント』の

中
ちゅう
級
きゅう
版
ばん
ですが、文

ぶん
法
ぽう
項
こう
目
もく
の使

し
用
よう
場
ば
面
めん
や他

ほか
の語

ご

との結
むす
びつきなどは前

ぜん
作
さく
になかったものです。

▽対
たい
象
しょう
者
しゃ
の違

ちが
い

どちらも文
ぶん
型
けい
・文

ぶん
法
ぽう
を扱
あつか
っている参

さん
考
こう
書
しょ
で

すが、誰
だれ
のために書

か
かれているかが違

ちが
います。

『文
ぶん
型
けい
辞
じ
典
てん
』は主

おも
に学

がく
習
しゅう
者
しゃ
を対

たい
象
しょう
にして

作
つく
られていますが、『教

おし
え方

かた
』はどちらかと

言
い
えば教

きょう
師
し
が対

たい
象
しょう
とされています。例

たと
えば、

『文
ぶん
型
けい
辞
じ
典
てん
』には、英

えい
・中
ちゅう
・韓
かん
の翻

ほん
訳
やく
が付

つ
いて

いますし、文
ぶん
型
けい
の並

なら
び方

かた
は50音

おん
順
じゅん
です。一

いっ
方
ぽう
、

『教
おし
え方

かた
』は並

なら
び方

かた
が違

ちが
います。 I助

じょ
詞
し

〈複
ふく
合
ごう
格
かく
助
じょ
詞
し
〉〈取

と
り立

た
て助

じょ
詞
し
〉、II文

ぶん
末
まつ
表
ひょう
現
げん

〈テンス・アスペクト的
てき
なもの〉〈その他

ほか
の

複
ふく
合
ごう
動
どう
詞
し
〉〈ムード（モダリティ）〉、III従

じゅう
属
ぞく
節
せつ

の順
じゅん
で提

てい
示
じ
されています。

▽わかりやすさ　vs 詳
くわ
しさ

「～ものだ」という項
こう
目
もく
を取り上げて比

くら
べて

みましょう。『文
ぶん
型
けい
辞
じ
典
てん
』は〈回

かい
想
そう
〉〈感

かん
慨
がい
〉

〈忠
ちゅう
告
こく
〉に分

わ
けて書

か
かれていて、それぞれに

例
れい
文
ぶん
、接

せつ
続
ぞく
方
ほう
法
ほう
、意

い
味
み
、解

かい
説
せつ
が付

つ
いています。

※データ凡
はん
例
れい

著
ちょ
者
しゃ

出
しゅっ
版
ぱん
社
しゃ

刊
かん
行
こう
年
ねん
月
げつ

ISBN 判
はん
型
けい
・ページ数

すう
定
てい
価
か

その他
た

7654321

対
たい
象
しょう
者
しゃ
が明

めい
確
かく
な文

ぶん
型
けい
辞
じ
典
てん
と文

ぶん
法
ぽう
書
しょ

『どんな時
とき
どう使

つか
う日

に
本
ほん
語
ご
表
ひょう
現
げん
文
ぶん
型
けい
辞
じ
典
てん
』

『中
ちゅう
級
きゅう
日
に
本
ほん
語
ご
文
ぶん
法
ぽう
と教

おし
え方

かた
のポイント』

『文
ぶん
型
けい
辞
じ
典
てん
』P.382 『教

おし
え方

かた
』P.232
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新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい

多
た
文
ぶん
化
か
共
きょう
生
せい
のファシリテータとしての日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
に考

かんが
えてほしいこと

『日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
の「衣

ころも
」再

さい
考
こう
－多

た
文
ぶん
化
か
共
きょう
生
せい
への課

か
題
だい
－』

●データ●
徳
とく
井
い
厚
あつ
子
こ

く ろ し お 出
しゅっ

版
ぱん

（〒 11 2 - 0 0 0 2  東
とう
京
きょう
都
と
文
ぶん
京
きょう
区
く
小
こ
石
いし
川
かわ

3 - 1 6 - 5 ） T E L . 0 3 - 5 6 8 4 - 3 3 8 9  

FAX.03 -5684-4762 URL .www.9640 . jp

2007年
ねん
4月
がつ

978 - 4 - 8 7424 - 375 - 6

四
し
六
ろく
判
ばん
229ページ　 1680円

えん
65

43

21

最
さい
近
きん
、日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
現
げん
場
ば
や地

ち
域
いき
社
しゃ
会
かい
に「多

た
文
ぶん
化
か
」

の状
じょう
況
きょう
が広

ひろ
がっています。本

ほん
書
しょ
の筆

ひっ
者
しゃ
は、

「多
た
文
ぶん
化
か
共
きょう
生
せい
」を「自

じ
分
ぶん
を知

し
り他

た
者
しゃ
との関

かん
係
けい

を構
こう
築
ちく
していく創

そう
造
ぞう
的
てき
でダイナミックな過

か
程
てい
」

と捉
とら
えています。「多

た
文
ぶん
化
か
共
きょう
生
せい
」の現

げん
実
じつ
は、

相
あい
手
て
と理

り
解
かい
し合

あ
い交

こう
流
りゅう
を深

ふか
めるという理

り
想
そう
的
てき

な状
じょう
態
たい
だけではなく、異

こと
なった背

はい
景
けい
の人

ひと
たち

がせめぎあい、葛
かっ
藤
とう
や摩

ま
擦
さつ
を引

ひ
き起

お
こす過

か
程
てい

でもあります。日
に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
に限

かぎ
らず、他

た
者
しゃ

と共
とも
に生

い
きる人

ひと
たちに必

ひつ
要
よう
なのは、言

こと
葉
ば
や

異
い
文
ぶん
化
か
の抽

ちゅう
象
しょう
的
てき
な知

ち
識
しき
ではなく、こうした

葛
かっ
藤
とう
や摩

ま
擦
さつ
の過

か
程
てい
を共

とも
に生

い
き抜

ぬ
く力

ちから
なのです。

そして、教
きょう
師
し
には彼

かれ
らの学

まな
びを支

し
援
えん
する

「ファシリテータ」の役
やく
割
わり
が求

もと
められます。

では、多
た
文
ぶん
化
か
共
きょう
生
せい
の日

に
本
ほん
語
ご
支
し
援
えん
を考
かんが
える際

さい
、

教
きょう
師
し
にはどのような視

し
点
てん
が必

ひつ
要
よう
なのでしょうか。

本
ほん
書
しょ
では、3つの章

しょう
からこの問

と
いに答

こた
えています。

第
だい
一
いっ
章
しょう
では、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
が知

し
らないうちに

身
み
につけた認

にん
識
しき
や行

こう
動
どう
の癖

くせ
を日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
の

「衣
ころも
」と呼

よ
び、「話

はな
しすぎの衣

ころも
」「答

こた
えを見

み
つけ

ようとする衣
ころも
」「偏

へん
見
けん
・ステレオタイプ＝悪

わる
い

という衣
ころも
」など7つを取

と
り上

あ
げ、教

きょう
師
し
としての

自
じ
己
こ
を振

ふ
り返

かえ
ってみることを勧

すす
めています。

第
だい
二
に
章
しょう
では、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
を異

い
文
ぶん
化
か
接
せっ
触
しょく
の現

げん
場
ば

授
じゅ
業
ぎょう
で使

つか
えるゲーム教

きょう
材
ざい
集
しゅう

『改
かい
訂
てい
新
しん
版
ばん
日
に
本
ほん
語
ご
コミュニケーションゲーム80』

●データ●
CAGの会

かい
The Japan Times（〒108-0023

東
とう
京
きょう
都
と
港
みなと
区
く
芝
しば
浦
うら
4-5-4）TEL.03-3453-2013

FAX.03-3453-8023 URL.bookclub.japantimes.

co.jp/ 2007年
ねん
6月
がつ

978-4-7890-1266-9

Ｂ５判
ばん

本
ほん
文
ぶん
1 6 2ページ　 31 5 0円

えん

カード288枚
まい

7

65

43

21

皆
みな
さんの中

なか
には、この教

きょう
材
ざい
をご存

ぞん
知
じ
の方

かた
も

多
おお
いと思

おも
います。1993年に出

しゅっ
版
ぱん
されたこの

教
きょう
材
ざい
は、当

とう
時
じ
、ゲームを集

あつ
めた教

きょう
材
ざい
として

新
あたら
しいものでした。今

いま
では多

おお
くの教

きょう
師
し
がゲーム

を取
と
り入

い
れた授

じゅ
業
ぎょう
を行

おこな
うようになり、この教

きょう
材
ざい

の利
り
用
よう
者
しゃ
も増

ふ
えたのではないでしょうか。

その間
あいだ
にも、ゲームやタスクの名

な
がついた

ものが出
しゅっ
版
ぱん
されましたが、本

ほん
書
しょ
の人

にん
気
き
は根

ね
強
づよ

いものと思
おも
われます。このたび、改

かい
訂
てい
版
ばん
が

出
で
ましたので、改

あらた
めてここで紹

しょう
介
かい
することに

しました。

80のゲームが「学
がく
習
しゅう
の定

てい
着
ちゃく
をはかるための

ゲーム」、「ウォームアップ／総
そう
復
ふく
習
しゅう
のための

ゲーム」、「カードを使
つか
ったゲーム」（切

き
り取

と
って

使
つか
えるカードが巻

かん
末
まつ
にあります）の3種

しゅ
類
るい
に

分
ぶん
類
るい
されています。

各
かく
ゲームには説

せつ
明
めい
があります。学

がく
習
しゅう
項
こう
目
もく
、

ゴール、形
けい
式
しき
（何

なん
人
にん
でやるか）、用

よう
意
い
するもの、

単
たん
語
ご
・表
ひょう
現
げん
がわかりやすく表

ひょう
示
じ
されています。

改
かい
訂
てい
版
ばん
では2つのゲームが新

あたら
しくなったほか

はほとんど変
か
わっていません。

しかし、ゲームが一
いち
覧
らん
になって参

さん
照
しょう
しやすく

なったこと、説
せつ
明
めい
が見

み
やすくなったこと、主

おも
な

初
しょ
級
きゅう
教
きょう
科
か
書
しょ
との対

たい
応
おう
表
ひょう
が加

くわ
わったこと

などにより、使
つか
いやすくなりました。

ゲームを取
と
り入

い
れた教

きょう
室
しつ
活
かつ
動
どう
では、ただ

楽
たの
しいだけではなく、学

まな
んだ日

に
本
ほん
語
ご
を実

じっ
際
さい
に

と捉
とら
え、異

い
文
ぶん
化
か

コミュニケーション

のモデルと理
り
論
ろん

の応
おう
用
よう
を超

こ
えた

新
あら
た な 解

かい
釈
しゃく
を

提
てい
供
きょう
しています。

例
たと
えば、筆

ひっ
者
しゃ
は「カルチャーショック」を

ネガティブに捉
とら
えずに、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の戸

と
惑
まど
いの

実
じっ
体
たい
験
けん
と試

し
行
こう
錯
さく
誤
ご
の学

まな
びの過

か
程
てい
として意

い
識
しき
的
てき

に取
と
り上

あ
げる姿

し
勢
せい
が必

ひつ
要
よう
だと言

い
っています。

第
だい
三
さん
章
しょう
では、異

い
文
ぶん
化
か
接
せっ
触
しょく
で出

で
会
あ
う葛

かっ
藤
とう
と摩

ま
擦
さつ

を回
かい
避
ひ
せず、新

あら
たな学

まな
びにつなげるために、

「現
げん
場
ば
の変

へん
化
か
や混

こん
沌
とん
と向

む
き合

あ
う」「教

きょう
科
か
書
しょ
を

クリティカルに問
と
い直

なお
す」「体

たい
験
けん
をことばにする」

「創
そう
造
ぞう
的
てき
・協

きょう
働
どう
的
てき
に対

たい
話
わ
する」など具

ぐ
体
たい
的
てき
に

提
てい
言
げん
しています。

P.54 P.55

使
つか
う練

れん
習
しゅう
が可

か
能
のう

です。本
ほん
書
しょ
の中

なか

には、「映
えい
画
が
館
かん
は

どこですか」の

ように、「道
みち
を

たずねる・教
おし
える」

というようなコミュニケーション能
のう
力
りょく
を養

よう
成
せい

するゲームもあります。
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新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
一
ひと
人
り
ひとりの自

じ
律
りつ
を目

め
指
ざ
した個

こ
別
べつ
対
たい
応
おう
の授

じゅ
業
ぎょう
作
づく
り

『自
じ
律
りつ
を目

め
指
ざ
すことばの学

がく
習
しゅう
さくら先

せん
生
せい
のチュートリアル』

●データ●
桜
おう
美
び
林
りん
大
だい
学
がく
日
に
本
ほん
語
ご
プログラム「グループさくら」

凡
ぼん
人
じん
社
しゃ
（〒102-0093 東

とう
京
きょう
都
と
千
ち
代
よ
田
だ
区
く

平
ひら
河
かわ
町
ちょう
1-3-13 1F） TEL.03-3263-3959

FAX.03-3263-3116 URL. www.bonjinsha.com/

2007年
ねん
5月
がつ

978-4-89358-643-8 A5判
ばん

245ページ　 1995円
えん

6

543

2

1

本
ほん
書
しょ
は、日

に
本
ほん
の大

だい
学
がく
で留

りゅう
学
がく
生
せい
を対

たい
象
しょう
とした

授
じゅ
業
ぎょう
に「チュートリアル」を取

と
り入

い
れた実

じっ
践
せん

をもとに書
か
かれています。チュートリアル

とは、この本
ほん
では「学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の自

じ
律
りつ
を目

め
指
ざ
した

個
こ
別
べつ
対
たい
応
おう
型
がた
の日

に
本
ほん
語
ご
授
じゅ
業
ぎょう
」を指

さ
します。筆

ひっ
者
しゃ

たちが目
め
指
ざ
しているのは、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が目

もく
標
ひょう
や

ニーズを自
じ
分
ぶん
で見

み
つけて学

がく
習
しゅう
を進

すす
める能

のう
力
りょく
を

身
み
に付

つ
けることであり、学

がく
習
しゅう
が教

きょう
室
しつ
の中

なか
だけ

にとどまらないことを自
じ
覚
かく
することです。

最
さい
近
きん
では、海

かい
外
がい
でも日

に
本
ほん
語
ご
を専

せん
攻
こう
とする

大
だい
学
がく
の学

がっ
科
か
や中

ちゅう
・上
じょう
級
きゅう
の日

に
本
ほん
語
ご
コースが増

ふ
えて

きました。学
がく
習
しゅう
が進

すす
むにつれて、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の

能
のう
力
りょく
差
さ
が大

おお
きくなるだけでなく、分

ぶん
野
や
別
べつ
・技

ぎ
能
のう
別
べつ

の 到
とう
達
たつ
度
ど
の 幅

はば
もず い ぶ ん 広

ひろ
がります。

一
いっ
方
ぽう
で、ニーズや関

かん
心
しん
もアカデミック・スキル

からビジネス日
に
本
ほん
語
ご
、マンガやJ-Popなど多

た
様
よう
で、

授
じゅ
業
ぎょう
で全

すべ
て取

と
り上

あ
げるのはとても難

むずか
しくなって

います。ここに、部
ぶ
分
ぶん
的
てき
にでもチュートリアルを

取
と
り入

い
れる可

か
能
のう
性
せい
があります。また、個

こ
別
べつ
対
たい
応
おう
型
がた

の授
じゅ
業
ぎょう
を進

すす
めるためには、それぞれの目

もく
標
ひょう
に

合
あ
ったリソース（教

きょう
材
ざい
や日

に
本
ほん
語
ご
・日

に
本
ほん
関
かん
係
けい
の

資
し
料
りょう
）が必

ひつ
要
よう
ですが、幸

さいわ
い海

かい
外
がい
でもWebサイト

をはじめ、以
い
前
ぜん
よりいろいろなものが入

にゅう
手
しゅ
できる

ようになりました。

筆
ひっ
者
しゃ
たちは、チュートリアル的

てき
な活

かつ
動
どう
を

取
と
り入

い
れるには教

きょう
師
し
側
がわ
の不

ふ
安
あん
もあると書

か
いて

います。たとえば「自
じ
分
ぶん
の能

のう
力
りょく
に合

あ
った適

てき
切
せつ

な目
もく
標
ひょう
が学

がく
習
しゅう
者
しゃ
に設

せつ
定
てい
できるのか？」「いい

成
せい
績
せき
をとるために学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が低

ひく
い目

もく
標
ひょう
を掲

かか
げて

しまうことがないか？」などですが、本
ほん
書
しょ

では実
じっ
践
せん
を通

つう
じて教

きょう
師
し
の不

ふ
安
あん
がどのように

変
か
わっていったかも書

か
かれています。

図
ず
のような「チュートリアルの流

なが
れ」が

できるようになるためには、いくつかの準
じゅん
備
び

や教
きょう
師
し
の支

し
援
えん
が

必
ひつ
要
よう
です。本

ほん
書
しょ

に は 具
ぐ
体
たい
的
てき
な

進
すす
め 方

かた
だ け で

なく、ニーズ調
ちょう
査
さ

やパフォーマンス・

チャート、評
ひょう
価
か
表
ひょう
などのフォームも紹

しょう
介
かい

されていて参
さん
考
こう
になります。

●データ●
国
こく
際
さい
日
に
本
ほん
語
ご
普
ふ
及
きゅう
協
きょう
会
かい
（A J A L T）

（〒105-0001  東
とう
京
きょう
都
と
港
みなと
区
く
虎
とら
ノ門

もん
3-25-2

ブ リ ヂ ス ト ン 虎
とら
ノ 門

もん
ビ ル 2 階

かい
）

TEL.03-3459-9620 FAX.03-3459-9660

U R L . w w w . a j a l t . o r g 2 0 0 7年
ねん
5月
がつ

978-4-906096-38-1 B5判
ばん

53ページ　

6300円
えん

DVD1枚
まい

76

54

3

21

ブラジルからさくら小
しょう
学
がっ
校
こう
に編

へん
入
にゅう
して

来
き
たルーカス君

くん
とお母

かあ
さんを教

きょう
頭
とう
先
せん
生
せい
が

笑
え
顔
がお
で迎

むか
える場

ば
面
めん
から、話

はなし
が始

はじ
まります。

「登
とう
校
こう
」「授

じゅ
業
ぎょう
」「休

やす
み時

じ
間
かん
」「給

きゅう
食
しょく
」「遠

えん
足
そく
」

「身
しん
体
たい
測
そく
定
てい
」「運

うん
動
どう
会
かい
」など18の場

ば
面
めん
が設

せっ
定
てい

されていて、主
しゅ
人
じん
公
こう
のルーカス君

くん
が4年

ねん
1組
くみ

の仲
なか
間
ま
たちやその家

か
族
ぞく
、先

せん
生
せい
たちとの交

こう
流
りゅう

を通
とお
して、日

に
本
ほん
の学

がっ
校
こう
生
せい
活
かつ
に親

した
しんでいく

「ストーリー」が展
てん
開
かい
されます。最

さい
後
ご
の

「総
そう
合
ごう
学
がく
習
しゅう
」の場

ば
面
めん
では、ルーカス君

くん
が

お父
とう
さんと一

いっ
緒
しょ
にブラジルのことをクラスで

話
はな
す姿

すがた
が描

えが
かれています。

各
かく
場
ば
面
めん
は「ストーリー」のほかに「表

ひょう
現
げん

学
がく
習
しゅう
」「情

じょう
報
ほう
」「クイズ」で構

こう
成
せい
されています。

「表
ひょう
現
げん
学
がく
習
しゅう
」では、「仲

なか
間
ま
への入

はい
り方

かた
」

「学
がっ
校
こう
を休

やす
むときの電

でん
話
わ
連
れん
絡
らく
のしかた」など

学
がっ
校
こう
生
せい
活
かつ
で必

ひつ
要
よう
な表

ひょう
現
げん
を取

と
り上

あ
げて練

れん
習
しゅう

するようになっています。「情
じょう
報
ほう
」では、

学
がっ
校
こう
の施

し
設
せつ
案
あん
内
ない
や連

れん
絡
らく
帳
ちょう
の書

か
き方

かた
など

テーマによって必
ひつ
要
よう
な情

じょう
報
ほう
を紹

しょう
介
かい
しており、

日
に
本
ほん
語
ご
とポルトガル語

ご
を選

せん
択
たく
表
ひょう
示
じ
すること

もできます。また、「クイズ」は、「教
きょう
科
か
の

名
な
前
まえ
」「遊

あそ
びの名

な
前
まえ
」「体

からだ
のことば」など、

写
しゃ
真
しん
を見

み
て答

こた
えを選

えら
ぶ形

けい
式
しき
になっていて、

楽
たの
しみながら覚

おぼ
えられるように

なっています。これらの項
こう
目
もく
は、

メインメニューからまとめて見
み
る

ことができます。

付
ふ
属
ぞく
の冊

さっ
子
し
には、音

おん
声
せい
を文

も
字
じ
化
か

したもののほかに「日
に
本
ほん
に来

き
た

ばかりの外
がい
国
こく
の友

とも
達
だち
にはどんな

ことが助
たす
けになるでしょうか」

など外
がい
国
こく
人
じん
児
じ
童
どう
を 受

う
け入

い
れる

日
に
本
ほん
人
じん
がどんなことに注

ちゅう
意
い
して、

どんな支
し
援
えん
をしたらよいのか、

P.11～13は日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターの以

い
下
か
の専
せん
任
にん
講
こう
師
し
が図

と
書
しょ
を選
えら
び、分

ぶん
担
たん
して紹

しょう
介
かい
文
ぶん
を執
しっ
筆
ぴつ
しました。

岩
いわ
田
た
一
かず
成
なり
、金
きむ
孝
ひょ
卿
ぎゅん
、生
いく
田
た
守
まもる
、八
はっ
田
た
直
なお
美
み
、三

み
原
はら
龍
りゅう
志
し
（執
しっ
筆
ぴつ
順
じゅん
）

「メインメニュー」

ヒ ン ト が 提
てい
示
じ

されています。

こ の 教
きょう
材
ざい
を

通
とお
して、外

がい
国
こく
人
じん

児
じ
童
どう
を 受

う
け

入
い
れることが、

単
たん
に「支

し
援
えん
をする・される」という一

いっ
方
ぽう
的
てき
な

関
かん
係
けい
でなく、相

そう
互
ご
に学

まな
び合

あ
える場

ば
であり、

人
ひと
としての成

せい
長
ちょう
が促

うなが
される場

ば
であることに

気
き
づくことでしょう。

外
がい
国
こく
から来

き
た児

じ
童
どう
を迎

むか
える日

に
本
ほん
人
じん
のためのDVD教

きょう
材
ざい

『ようこそ！　さくら小
しょう
学
がっ
校
こう
へ　～みんな　なかまだ～』

振り返る （学習全体を振り返って
評価する）

ふ かえ がくしゅうぜんたい ふ かえ

ひょう か

実行する （学習を管理しながら
進める）

じっこう がく

すす

しゅう かん り

計画する （目標・計画・評価方法を
決める）

けい かく もくひょう けい かく ひょう か ほう ほう

き

意識する （自分の現状と求めている
ことを意識する）

い じ

い しき

ぶん げんじょう もとしき

チュートリアルの実
じっ
践
せん
の流
なが
れ―学

がく
習
しゅう
者
しゃ
がすること―

（p.26より）
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Enjoy Japanese Grammar !!

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
で「中

ちゅう
級
きゅう
レベル」と言

い
ったとき、

皆
みな
さんはどういう段

だん
階
かい
だととらえていますか。各

かく
レベル

を直
ちょく
線
せん
的
てき
に図

ず
示
し
すると、次

つぎ
のようになりますね。

初
しょ
級
きゅう

中
ちゅう
級
きゅう

上
じょう
級
きゅう

超
ちょう
級
きゅう

初
しょ
中
ちゅう
級
きゅう

「中
ちゅう
級
きゅう
とは何

なに
か」についてはいろいろな考え方が

あるようですが、私
わたし
は「中

ちゅう
級
きゅう
レベル」を次

つぎ
のように

とらえています。

1）「初
しょ
級
きゅう
」を発

はっ
展
てん
、集
しゅう
大
たい
成
せい
する段

だん
階
かい

2）意
い
見
けん
や考
かんが
えを説

せつ
明
めい
する力

ちから
を養

よう
成
せい
する段

だん
階
かい

1）は「初
しょ
級
きゅう
で詰

つ
め込

こ
まれた事

こと
柄
がら
を統

とう
合
ごう
し、熟

じゅく
成
せい
・

醗
はっ
酵
こう
させ、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
自
みずか
らの発

はつ
話
わ
につなげていく段

だん
階
かい
」

であり、2）は「意
い
見
けん
や考
かんが
えを筋

すじ
道
みち
を立

た
てて述

の
べるために､

それに応
おう
じた文

ぶん
型
けい
・表

ひょう
現
げん
を新

あら
たに学

まな
ぶ段

だん
階
かい
」と言える

でしょう。

次
つぎ
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
Aの発

はつ
話
わ
を見

み
てください。Aは上

じょう
級
きゅう
レベル

の学
がく
生
せい
で、この発

はつ
話
わ
は、日

に
本
ほん
の「食

た
べ放

ほう
題
だい
」「飲

の
み

放
ほう
題
だい
」などの「○○放

ほう
題
だい
」についてのディスカッ

ションのクラスで行
おこな
われたものです。

Aは「○○放
ほう
題
だい
」というシステムに反

はん
対
たい
しています。

その理
り
由
ゆう
は、一

いっ
定
てい
の金

きん
額
がく
でいくらでも食

た
べられたり

飲
の
めたりすると、人

ひと
は食

た
べられるだけ食

た
べよう、飲

の
める

だけ飲
の
もうという感

かん
覚
かく
になって、それらの物

もの
自
じ
体
たい
や、

それらが準
じゅん
備
び
されたことに対

たい
する感

かん
謝
しゃ
の気

き
持
も
ちが

なくなるのではないかと考
かんが
えるからです。

しかし、Aの発
はつ
話
わ
は何

なに
を言

い
いたいのか、わかるようで

よくわかりません。ディスカッションの中
なか
でのことば

なので、「よどみ」や「繰
く
り返

かえ
し」が入

はい
っているために

わかりにくいのかもしれません。では、（1）からそれらを

取
と
り除

のぞ
いてみましょう。

いかがですか。わかりやすくなりましたか。（2）は

（1）よりわかりやすくなったような気
き
もしますが、Aが

何
なに
を言

い
いたいのかが、依

い
然
ぜん
、的
てき
確
かく
には伝

つた
わってきません。

（3）はAの発
はつ
話
わ
を私
わたし
自
じ
身が訂

てい
正
せい
したものです。

いかがですか。少
すこ
しわかりやすくなったのではあり

ませんか。（3）は（1）（2）と比
くら
べていくつかの点

てん
で

異
こと
なっています。下

か
線
せん
を引

ひ
いたように、「～というもの」

「に対
たい
して・について」

通
つう
信
しん
で習

なら
った項

こう
目
もく
：「は」と「が」、他

た
動
どう
詞
し
・自

じ
動
どう
詞
し
、受

うけ
身
み
、やりもらい、～ている、～てある、～てくる、

～ていく、～ために、～ように、～たら、～と、～て、～なくて／ないで、現
げん
象
しょう
描
びょう
写
しゃ
・判

はん
断
だん
・働

はたら
きかけ

に対
たい
して・について

（1）それだったら、考
かんが
える、考

かんが
えるとやっぱりおもしろ

いんですが、かえってそういうサービスを受
う
ける、

受
う
けてる人

ひと
達
たち
はその価

か
値
ち
観
かん
を発

はっ
展
てん
できないと思

おも
います。

なぜかっていうと、その、あるサービスはいくら
かかるか、とか、その、もし、その乗

の
り放

ほう
題
だい
だったら

いくらかかるか、でも、その、もっともっと深
ふか
く

考
かんが
えると、その場

ば
合
あい
は、何

なん
と言

い
うか、仕

し
事
ごと
した時

じ
間
かん

とか努
ど
力
りょく
したおかげですとかそういう価

か
値
ち
観
かん
が

わからなくなってしまうと思
おも
いますので、そういう

面
めん
から考

かんが
えるとやっぱりちょっと・・・。

（3）○○放
ほう
題
だい
のサービスを受

う
ける人

ひと
達
たち
は、価

か
値
ち
という

ものに対
たい
する考

かんが
え方

かた
を深

ふか
めることができないと

思
おも
います。○○放

ほう
題
だい
の場

ば
合
あい
は、あるサービスに対

たい
して

いくらかかるのか、たとえば、仕
し
事
ごと
した時

じ
間
かん
とか

努
ど
力
りょく
した結

けっ
果
か
などに対

たい
する価

か
値
ち
というものがわからなく

なってしまいやすいので、そういう面
めん
から考

かんが
えると

○○放
ほう
題
だい
というのはやっぱり問

もん
題
だい
だと思

おも
います。

（2）考
かんが
えるとおもしろいんですが、かえってそういう

サービスを受
う
ける人

ひと
達
たち
はその価

か
値
ち
観
かん
を発

はっ
展
てん
できない

と思
おも
います。なぜかっていうと、サービスはいくら

かかるか、とか、乗
の
り放

ほう
題
だい
だったらいくらかかるか、

もっと深
ふか
く考
かんが
えると、その場

ば
合
あい
は、仕

し
事
ごと
した時

じ
間
かん
と

か努
ど
力
りょく
したおかげだとかそういう価

か
値
ち
観
かん
がわからな

くなってしまうと思
おも
いますので、そういう面

めん
から

考
かんが
えるとやっぱりちょっと・・・。

14



文法
ぶんぽう
を楽
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「～というのは」「～に対
たい
する」「～に対

たい
して」などが

現
あらわ
れています。このような表

ひょう
現
げん
を用

もち
いることによって、

何
なに
が言

い
いたいかがわかりやすくなっています。言

い
い換

か
え

れば、このような表
ひょう
現
げん
を用

もち
いることによって「意

い
見
けん
や

考
かんが
えを筋

すじ
道
みち
を立

た
てて述

の
べる」ことができると言

い
えます。

そして、このような文
ぶん
型
けい
や表
ひょう
現
げん
を学

まな
ぶ段

だん
階
かい
が「中

ちゅう
級
きゅう

レベル」になります。

今
こん
回
かい
からしばらく「中

ちゅう
級
きゅう
レベル」の文

ぶん
法
ぽう
を勉

べん
強
きょう
して

いきたいと思
おも
います。今

こん
回
かい
は助

じょ
詞
し
相
そう
当
とう
語
ご
や複

ふく
合
ごう
格
かく
助
じょ
詞
し
と

呼
よ
ばれる「に対

たい
して」と「について」です。

では、まず、次
つぎ
の問

もん
題
だい
に答

こた
えてください。

できましたか。答
こた
えは次

つぎ
のようです。

「に対
たい
して」と「について」は意

い
味
み
用
よう
法
ほう
が似

に
ていると

ころがあるので、類
るい
義
ぎ
表
ひょう
現
げん
ということができるでしょう。

類
るい
義
ぎ
表
ひょう
現
げん
については、前

ぜん
回
かい
、「意

い
味
み
の幅

はば
」「語

ご
の成

な
り

立
た
ち」「話

はな
しことばか書

か
きことばか」などから違

ちが
いを

考
かんが
えることができると述

の
べました。では、「に対

たい
して」

と「について」の語
ご
の成

な
り立

た
ちを見

み
てみましょう。

それぞれは次
つぎ
のような語

ご
から成

な
り立

た
っています。

したがって、「に対
たい
して」は動

どう
詞
し
「対

たい
する」という

意
い
味
み
を、「について」は「付

つ
く」という意

い
味
み
を有

ゆう
して

いると考
かんが
えられます。前

ぜん
者
しゃ
は「向

む
かい合

あ
う」、後

こう
者
しゃ
は

「触
ふ
れる、離

はな
れない」という意

い
味
み
です。

「に対
たい
して」と「について」を図

ず
で表
あらわ
すと次

つぎ
のように

なるでしょう。

「に対
たい
して」は、矢

や
印
じるし
のように物

もの
事
ごと
に正
しょう
面
めん
からぶつかる

形
かたち
をとり、一

いっ
方
ぽう
、「について」は物

もの
事
ごと
を取

と
り巻

ま
く形
かたち
を

とります。こうした両
りょう
者
しゃ
の基

き
本
ほん
的
てき
な意

い
味
み
から問

もん
題
だい
を

説
せつ
明
めい
してみましょう。

問
もん
題
だい
の1は「田

た
中
なか
さんの意

い
見
けん
」を「どう思

おも
うか」ということ

ですから、「田
た
中
なか
さんの意

い
見
けん
」に正

しょう
面
めん
からぶつかる形

かたち
で

「どう思
おも
うか」と聞

き
くこともできるし、「田

た
中
なか
さんの意

い
見
けん
」を

めぐって「どう思
おも
うか」と尋

たず
ねることもできます。2は、

「田
た
中
なか
さんの顔

かお
」ですから、普

ふ
通
つう
はそれとぶつかる形

かたち
で

（言
い
い換

か
えると、批

ひ
判
はん
的
てき
に）とらえることはないので、

「に対
たい
して」は不

ふ
適
てき
切
せつ
になります。一

いっ
方
ぽう
、「について」は

可
か
能
のう
です。（もし、田

た
中
なか
さんがひげを生

は
やしていて、

そのひげのことをど思
おも
うかであれば、「田

た
中
なか
さんのひげ

に対
たい
してどう思

おも
いますか」も可

か
能
のう
になります。）

3は、「話
はな
す」という動

どう
詞
し
を使

つか
っています。「話

はな
す」は

通
つう
常
じょう
、「～に対

たい
して話

はな
す」という言

い
い方

かた
はせず、「～に話

はなし
す」と

なります。もし、「に対
たい
して」を使

つか
いたかったら、

4のように「文
もん
句
く
を言

い
う」とか「抗

こう
議
ぎ
をする」など、はっきり正

しょう
面
めん

から直
ちょく
接
せつ
ぶつかることを表

あらわ
す動

どう
詞
し
が適

てき
切
せつ
になります。

4は「に対
たい
して」が正

せい
解
かい
ですが、「について」でも可

か
能
のう
です。

その場
ば
合
あい
は、田

た
中
なか
さんに直

ちょく
接
せつ
ぶつかるのではなくて、

「田
た
中
なか
さんのことを悪

わる
く言

い
わない」という別

べつ
の意

い
味
み
になり

ます。5は、政
せい
府
ふ
が「急

きゅう
激
げき
な少
しょう
子
し
化
か
」に対

たい
応
おう
して政

せい
策
さく
を

打
うち
ち出

だ
したのですから、「に対

たい
して」が適

てき
切
せつ
になります。

ここまで来
き
て、皆

みな
さんの中

なか
には気

き
づかれた方

かた
が多

おお
いと

思
おも
いますが、「に対

たい
して」と「について」のような

類
るい
義
ぎ
表
ひょう
現
げん
を比

くら
べるとき、それらの前

まえ
に来

く
る語

ご
、多

おお
くの

場
ば
合
あい
名
めい
詞
し
と、あとに来

く
る語

ご
、多

おお
くの場

ば
合
あい
動
どう
詞
し
が重
じゅう
要
よう
に

なってきます。

特
とく
にうしろに来

く
る動

どう
詞
し
は重
じゅう
要
よう
で、結

むす
び付

つ
きやすい動

どう
詞
し
を

覚
おぼ
えておくと「に対

たい
して」と「について」の使

つか
い分

わ
けが

できやすくなります。「に対
たい
して」「について」が使

つか
われ

やすい動
どう
詞
し
をまとめておきましょう。

参
さん
考
こう
文
ぶん
献
けん

市
いち
川
かわ
保
やす
子
こ
（2007）『中

ちゅう
級
きゅう
日
に
本
ほん
語
ご
文
ぶん
法
ぽう
と教

おし
え方

かた
のポイ

ント』スリーエーネットワーク

問
もん
題
だい
次
つぎ
の（ ）に「に対

たい
して」か「について」を入

い
れて

ください。両
りょう
方
ほう
入
はい
る場

ば
合
あい
もあります。

1. 田
た
中
なか
さんの意

い
見
けん
（ ）どう思

おも
いますか。

2. 田
た
中
なか
さんの顔

かお
（ ）どう思

おも
いますか。

3. 田
た
中
なか
さん（ ）話

はな
してください。

4. 田
た
中
なか
さん（ ）文

もん
句
く
を言

い
わないでください。

5. 急
きゅう
激
げき
な少
しょう
子
し
化
か
（ ）政

せい
府
ふ
は出
しゅっ
産
さん
・育

いく
児
じ

支
し
援
えん
政
せい
策
さく
を打

うち
ち出

だ
した。

1. に対
たい
して・について 2. について 3. について

4. に対
たい
して（・について） 5. に対

たい
して

「に対
たい
して」：格

かく
助
じょ
詞
し
「に」＋動

どう
詞
し
「対

たい
する」のテ形

けい

「について」：格
かく
助
じょ
詞
し
「に」＋動

どう
詞
し
「付

つ
く」のテ形

けい

名
めい
詞
し
＋　に対

たい
して／について　＋　動

どう
詞
し

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：市

いち
川
かわ
保
やす
子
こ
（日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター客

きゃく
員
いん
講
こう
師
し
）

このコーナーについてご感
かん
想
そう
や質

しつ
問
もん
があれば送

おく
ってください。「ヤスコの日

に
本
ほん
語
ご
ハウス」という個

こ
人
じん
のホームページを開

ひら
いています。

英
えい
語
ご
の翻

ほん
訳
やく
も付

つ
いていますので、ぜひ活

かつ
用
よう
してください。ホームページのアドレスは、http://homepage3.nifty.com/i-yasu/index.htmです。

AについてAに対して
たい AA

思
おも
う・考

かんが
える （について・に対

たい
して）

話
はな
す・説

せつ
明
めい
する・書

か
く・まとめる（について）

文
もん
句
く
を言

い
う・抗

こう
議
ぎ
する･抵

てい
抗
こう
する （に対

たい
して）
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このコーナーでは、関
かん
西
さい
国
こく
際
さい
センターの日

に
本
ほん
語
ご
研
けん
修
しゅう
に参

さん
加
か
している

研
けん
修
しゅう
生
せい
が研

けん
修
しゅう
を通

とお
して発

はっ
見
けん
したNipponについてリポートします。

「外
がい
交
こう
官
かん
・公

こう
務
む
員
いん
日
に
本
ほん
語
ご
研
けん
修
しゅう
」に参

さん
加
か
したハーニー・ナイームさん（モルディブ）、

パウリーナ・ヒメネズさん（エクアドル）、クラウディア・アラベナさん（チリ）は、

アイヌの人
ひとび々と

の暮
く
らしについて知

し
りたいと思

おも
い、北

ほっ
海
かい
道
どう
の白

しら
老
おい
にあるアイヌ民

みん
族
ぞく
博
はく
物
ぶつ
館
かん

（しらおいポロトコタン）を訪
ほう
問
もん
しました。

アイヌの男
おとこ
の人

ひと
といっしょに▲

第
だい
10回

かい

アイヌの人
ひと び々と
の

暮
く
らし

KC研
けん
修
しゅう
生
せい
の

（関
かん
西
さい
国
こく
際
さい
センター）Nipponリポート

「しらおいポロトコタン」では、アイヌの人
ひとび々と
とその暮

く
らしについていろいろ知

し
ることができて、

とてもおもしろかったです。
さらに、失

うしな
われつつあるアイヌの豊

ゆた
かな文

ぶん
化
か
と伝

でん
統
とう
を次

つぎ
の世

せ
代
だい
に伝

つた
えるために働

はたら
いているスタッフに

お話
はなし
を聞

き
いたことで、アイヌの人

ひとび々と
の現

げん
状
じょう
についても、より深

ふか
く知

し
ることができました。

▽ アイヌの暮
く
らしについてもっと知

し
りたい人

ひと
は下

した
のURLを見

み
てください。

•アイヌ民
みん
族
ぞく
博
はく
物
ぶつ
館
かん
（しらおいポロトコタン）（日

に
本
ほん
語
ご
／英

えい
語
ご
／中

ちゅう
国
ごく
語
ご
）http://www.ainu-museum.or.jp

•アイヌ文
ぶん
化
か
振
しん
興
こう
・研

けん
究
きゅう
推
すい
進
しん
機
き
構
こう
（日

に
本
ほん
語
ご
／英

えい
語
ご
）http://www.frpac.or.jp/index.html

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：廣

ひろ
利
かが
正
まさ
代
よ
（関

かん
西
さい
国
こく
際
さい
センター日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
専
せん
門
もん
員
いん
）リポーター：ハーニー・ナイーム（モルディブ）、パウリーナ・ヒメネズ

（エクアドル）、クラウディア・アラベナ（チリ）

昔
むかし
、アイヌの男

おとこ
の人

ひと
は長

なが
いひげをしていました。

ひげは大人
おとな
であるという証

あかし
（proof）だったそうです。

【ポロトコタンの入
いり
口
ぐち
】

「ポロトコタン」は、アイヌ語
ご
で「大

おお
きい

湖
みずうみ
の村

むら
」という意

い
味
み
です。博

はく
物
ぶつ
館
かん
が

湖
みずうみ
の近

ちか
くにあるからです。写

しゃ
真
しん
下
した

の「イランカラプテ」は、アイヌの
あいさつのことばです。

【アイヌの家
いえ
（復

ふく
元
げん
）】

白
しら
老
おい
地
ち
方
ほう
では、家

いえ
の入

いり
口
ぐち
は西

にし
側
がわ
にあります。

家
いえ
の東

ひがし
側
がわ
には神

かみ
様
さま
が出

で
入
い
りするための

窓
まど
があり、儀

ぎ
式
しき
のときに使

つか
われます。

【食
しょく
物
もつ
貯
ちょ
蔵
ぞう
庫
こ
】

サケ（salmon）はアイヌの人
ひとび々と
にとって

大
たい
切
せつ
な食

た
べ物

もの
です。人

ひと び々と
は、サケが

とれる川
かわ
の近

ちか
くに村

むら
を作

つく
りました。

たくさんとったサケは、外
そと
で干

ほ
してから

貯
ちょ
蔵
ぞう
庫
こ
に保

ほ
存
ぞん
します。

【アイヌの踊
おど
り】

これは白
しら
老
おい
地
ち
方
ほう
に伝

つた
わるアイヌの

伝
でん
統
とう
的
てき
な踊

おど
りです。熊

くま
の霊

れい
を送

おく
る

儀
ぎ
式
しき
などのときに踊

おど
られたそうです。

アイヌの人
ひとび々と
の暮

く
らしを見

み
ました。

Q. 今
いま
、日

に
本
ほん
にアイヌは

たくさんいますか。

A. はっきりとはわかっていません。北
ほっ
海
かい
道
どう
庁
ちょう
の

調
しら
べで約

やく
23,000人

にん
が北

ほっ
海
かい
道
どう
に住んでいる

と発
はっ
表
ぴょう
されていますが、実

じっ
際
さい
にはその、

5倍
ばい
とも10倍

ばい
ともいわれています。
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